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相模原市内でニセカラクサケマンを確認

(秋山幸也〕 σ勾/
松本雅人氏が，またしても県内新産の外来植

物を持ってこられたニセカラクサケマン

Fumaria capreolata L.である.市内を走る国道16

号線の，大和市との市境に近い路傍に咲いてい

たと言う.早速筆者も確認に出かけた.

写真のとおり，自動車用品庖(相模原市上鶴

間中和田)の駐車場出入り口付近に立つ街路樹

(ケヤキ)の植込みlか所に，ケヤキの根元を被

うように繁茂していた.付近を見ると，歩道を

隔てた屈の看板の立地(地上70CDlほど)からは

み出るように生えている他は見あたらない.多

数に枝分かれし，這うように地面をおおってい

る茎を持ち上げる と，どうやら，園芸用の培養

土のようなものが撒かれており，その中からも

うもうと茂っていた

ちょうど花盛りであったが，一部には偏球形

の未熟な果実ができていて，中にはl個の種子が

入っていたこれが，鞘状に複数個含まれるキケ

マン属Corydalisと本属の大きな差異である.

花は葉肢から伸びた花柄に総状に20花ほど

っく.花冠は 白色で，先端は濃赤紫色，長 さ

12mm，基部に距を持つ.2枚のがく片は花冠を

挟むようにつき，卵形で花冠と同色，長さ約

ニセカラクサケマン

a全体，b果実， C花

スケールはaが5cm，

b，cが5mm

あざやかな淡緑色の葉に白い花が目立つニセカラクサケマン

2003.4.19秋山幸也撮影.
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5mm，中央に淡緑色の脈が透

けている.果実は現在の とこ

ろ未熟果しか見ていないが，

やや縦長で扇平な球形で，長

径2.5mm.置葉は披針形で約

3mm，果柄より短いー葉は3~

4回羽状複葉で，裂片はへら

形~ひし形で先端が不規則

に深裂する.茎葉は無毛で，

茎には稜がある.

Fumaria属は在来穫がな

く，県内では外来品の記録も

無く資料に乏しいが，上記の

特徴を含めて，分類は『世界

の雑草 H離弁花類M竹松ほ

か， 1993)に詳しい.本書では

日本で未見としているが，



『沖縄植物野外活用図鑑第7巻M池原田1989)に

は石垣島で野生化した写真が掲載されている

(和名はここで新称されている).また，2001年

には大阪府枚方市の淀川河川敷でも野生化が

記録されている(田中光彦氏私信).~世界の雑

草Il~によれば， Fumaria属は世界に60種あり ，他
のケシ科植物と同様，薬用として栽培されてい

る.また，本種については世界の暖帯に広く分

布する畑地雑草とのことである

本種を調べる過程で気づいたが，先頃刊行さ

れた『日本の帰化植物~(清水， 2003) のカラクサ

ケマンの写真は，葉の形状からおそらくセイヨ

ウエンゴサクF.muralis Sondあたりと恩われ

るまた，~日本帰化植物写真図鑑~(清水ほか，

2001)のカラクサケマンの写真は，ここで紹介

したニセカラクサケマンの生品とそっくりで

あるカラクサケマンF.officinalis Lについて

は，~原色日本帰化植物図鑑~(I976，保育社)に

詳細な図入りで掲載されているが，~世界の雑

草 \I~の記述と若干異なる点もある.世界に広
く分布するものの国内では資料に乏しく，同定

には種子の形状などを含め詳細な検討を要す

るようである圏内の文献類も混乱が見られる

ため，今後の動向とその記載には注意を要する

だろう

生育情報をお寄せいただいた松本雅人氏と，

和名についての情報をご提供いただいた近畿

植物同好会の植村修二氏および淀川での生育

情報をご提供いただいた閉会の田中光彦氏に

深く感謝し、たします.

標本:相模原市上鶴間中和田，SA-4，5339・23-

26，2003.4.19秋山幸也 SCMI6538
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オニナルコスゲの県内採集標本見つ

かる-w相模原植物誌ー標本目録

一』から

(秋山幸也)

本号のブロ ックの活動紹介記事にもあると

おり，本年3月に，相模原市立博物館資料目録の

一環として『相模原植物誌 I一標本目録一』が

刊行された.これは，~神奈川県植物誌200Uの

標本リストから相模原市内採集品を抽出し，さ

らに，当館で2002年10月まで、に新たに採集され

たものと，新規登録された寄贈資料を加えた標

本目録である.

特 に 神 植 誌200lJへの登録に間に合わな

かった桐生亮コレクション(これは昆虫と植物

を併せて2001年に目録が刊行されている・1)に

ついては，半世紀以上前から1980年代前半まで

に採集された貴重な標本が多数含まれている

その代表格としては， FK No.52 (2002)で表紙を

飾ったヒメハッカ(県RDB・2絶滅種)が挙げられ

る.そして，その後の作業の中で，新たにオニナ

ノレコスゲCarexvesicaria L.の標本を確認したの

で報告するー

本種は県RDBでは消息不明種とされ神植

誌200lJにおいても確実な分布記録が見いださ

れず(480p)，rr神植自33，神植誌58Jは産地を引

用せずに名前をあげ，帝国女子医学薬学専門学

校(1932武蔵登戸付近植物目録)に記録がある

が，標本は確認していない Jとある.従って，今

回確認したものが，現在のところ県内採集の唯

一の標本となる.

桐生亮コレクションには，他にもいくつかの

稀産種の標本が含まれているが，まだ確認、作業

が追いつかず報告には至らない.近々，本誌で

紹介したいと考えている.今回の標本を確認、し

ていただいた勝山輝男氏と堀内洋氏に感謝い

たします.
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標本:オニナノレコスゲ 相模原市大沼 1957.6.9

桐生亮 SCM00814

文献

本l桐生亮コレクシヨン標本目録(2001相模原

市立博物館)

勺神奈川県レッドデータ生物調査報告書

(I995.神奈川県立生命の星・地球博物館)



専用ソフトによるデジカメ画像の整理

(浜口哲一)

はじめに

筆者がデジカメでの撮影を本格的に始めたの

は，2002年5月のことである.最初は，あくまで銀

塩カメラの補助にと思っていたのだが，A4サギ

ズであれば，プリンターで打ち出して鑑賞に耐

えるプリントが簡単にできること，また何より

画像の管理が容易で，欲しい画像をたちどころ

に選べる便利さに惹かれて，結局はデジカメば

かりを使うようになってしまった.ホームペー

ジを作るとか，パソコンの画面を投影しながら

話をするようなことも増えているので，もう銀

塩カメラには戻れそうもないと感じている

デジカメについては，さまざまなマニュアノレ

本や雑誌が出ていて，植物の撮影についても，

露出やホワイトバランスなど技術的な情報は

たくさん手に入れることができる.また，画像

を好み通りに補正する方法も微に入り細に入

り解説がされている.しかし，撮影画像の整理

についてふれた記事はあまり見られない.調査

会の会員の中にも，デジカメ愛用者が増えてい

ると思うので，そのあたりを中心に筆者の経験

を紹介してみたい.実は，筆者がデジカメにつ

いて真剣に考えるようになったきっかけの一

つは，大場達之先生が書かれた「植物研究者か

ら見たディジタル画像事情」という文章であっ

た(大場，2001)・その中から，今回の小文の内容

についても多くのヒントを得ていることを記

しておきたい.

なお，デジカメの機種自体については，ここ

では深入りしないが，自分のもの，職場のもの

など数機種を渡り歩いた結果，筆者が現在もっ

とも頻度高く使っているのはNIKONのCoolpix

4500という機種であるオー トフォーカスの精

度が比較的よいこと，2cmまで近寄れて接写が

できること，収納がしやすいこと，植物とは関

係のないことだが望遠鏡に接続できる ことな

どが気に入っている.400万画素だが，A4判のプ

リントはきれいにできるし，印昂IJ原稿としても

幅\3~ 14cmくらいまでは大丈夫なので，実用に
は十分で、あるデジタル一眼レフについては，

挨の掃除が大変だというので，道具を丁寧に扱

う習慣のない筆者ははなから敬遠しているが，

撮影面から考えると妥当な判断ではないのか

もしれない.他の方の経験も披露して頂ければ

と思う

ところで，デジカメで植物を撮影するように

なって，観察の面で思わぬ効果があったそれ

は，画像整理の段階でパソコンの画面いっぱい

に拡大して見る機会があるので，花などについ

て細かい点が実によく分かるということであ

る.たとえば，タネツケパナの花序を写すと，花

弁が聞き，桁が開いて花粉をこぼし，それがし

おれてから柱頭が目立ってくるといった変化

が，きれいに写しとられている.現地でルーペ

を使えば分かることとはいえ，それを落ち着い

て机上で・観察で、きるのはなかなか楽しいこと

である.

画像の保存

どの機種のデジカメでも，撮影された画像

は，日付+通し番号のようなファイノレ名でメ

ディア(コンパクトフラッシュなどの記憶媒

体)に保存されている画像整理の儀初のス

テップは，その画像を自分のパソコンの中に保

存することである.

パソコンの中のファイノレの格納場所をフォ

ルダと呼ぶが，筆者は，まずr2003年」といった

撮影年のフォノレダを作り，その中にr1月Jなど

の撮影月のフォノレダ，さらにその中に，ある 1日

に同じ場所で撮影したものを単位として

r030304高麗山jといったフォルダを作ってい

る.これは，2003年3月4日に高麗山で撮影した

という意味である

具体的な保存のしかたについては，パソコン

のOSによって事情が異なってくる.Windowsの

場合，Windowsxpでは画像の入ったメディアを

PCカードスロッ トなどに差し込むと，保存の

ウィザードが立ち上がり，フォノレダ名を聞いて

くる.そこにr030304高麗山」と指定すれば，自

動的にr030304高麗山OOI.jpgJのように連番の

ついたファイノレ名で保存して くれる.古し、OS

では，このあたりが手作業になるので，なかな

か面倒くさい.多くの撮影をする場合には，最

新のOSを持ったパソコンにせざるを得ないだ
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ろう ー
なお，最終的な保存場所については， 120GBの

外付けハードディスクを使っており，バックアッ

プと してCDへの保存も並行して行っている.



なぜ函像管理ソフトが必要か

このようにパソコンに移しておけば，とりあ

えず画像を保存することができる.マイコン

ヒ。ューターで画像ファイルを指定すれば，拡大

して表示することもできるし， Photoshopのよう

な画像を扱うソフトがあれば，サイズを変えた

り色をいじったりすることも自由にできる.

しかし，画像が増えてくると，どこにどんな

画像があるかを調べるのがなかなか大変に

なってくる Windowsxpでは， 95とか98の時代

に比べて，画像の扱いが格段に進歩していると

はいえ，まだまだ使い勝手が悪い点がある何

よりも，フォルダを開く時に，その都度サムネ

イル(小画像)を作りに行くので，時聞がかかる

重い画像があったり，数が多いと，数分，時には

十数分かかることがあっていらいらする.たく

さんのフォル夕、を開いて画像を探すのは，よほ

ど根気のよい人でないと無理だろう.

多くのデジカメでは撮影時に，年月日 ・露出・

フラッシュの有無などを記録したExif情報と呼

ばれるものを作成して，画像に付加している

が， Windowsだ:，tで、は，その情報を見ることがで

きなし、(ょうだ?).また， Windowsで画像ファイ

ルのプロパティーを見ると，キーワー ドとかコ

メントを入れられるようになっているのだが，

それを使って検索する仕組みが作れるのかど

うかは不透明でよく分からない.

こうしたわけで，多数の画像を活用していく

ためには，その閲覧や管理をするための専用ソ

フトが必要だということになる.特に重要なの

はキーワードをつけられることで，たとえばマ

ルハナパチがツリフネソウに来ている画像が

あったとして，それをツリフネソウからでもマ

ルハナパチからでも探せる便利さはたいへん

重宝である.

「サムズプラス」の機能と利点

画像管理ソフトとしては，さまざまなものが

市販されており，その選択に迷う.しかし，その

多くは，こぎれいなアルバムを作るとか，画像の

修正などに機能の重点がおかれていて，純粋に

画像を管理するという目的にはそぐわないもの

がほとんどである.筆者は，パソコン雑誌の記事

や広告を読んだり，体験版を使ってみたりした

うえ，結局「サムズプラス6.0JJというソフトを使

-667-

うことにした.ここ半年ほど，それを使っている

が，使い勝手にはおおむね満足している.なお，

このソフトは，ビレッジセンターという会社で

扱っており，価格はl万円弱，体験版の入手は

ホームページからのダウンロードが便利である

(http://www.villagecenter∞.jp/softlthmpls6/) . 

サムズプラスでは，画像の保存されている

フォルダ、を指定すると，サムネイノレと呼ばれる

小画像を作り，ちょうどベ夕焼きのように並べ

て表示するそのl枚を選んで全画面表示をす

る，フォルタマ内の全部のファイルをスライド

ショ ーで順次見る，べ夕焼きをプリントする，

指定した画像をプリントアウ卜するなどの作

業が簡単に行える.また，各画像にキーワード

を割り当てることができ，キーワードはファイ

ル名，サムネイルなどとともにデータベースに

格納されるそのキーワー ドやファイル名を

使って検索を行うこともできるこのソフトの

使いやすい点としては，上記とやや重複する

が，次のような点があげられる.

1.サムネイル表示が早い/最初にフォルダを

開いた時に，サムネイルを作り，その画像を

データベースに保存しておく仕組みになって

いるそのために2回目からは，即時に画像一覧

を見ることができる

2各画像にキーワー ドが割り当てられる/任

意のキーワー ドを任意の個数だけ割り当てら

れる.画像管理ソフトは，キーワードがつけら

れることをうたっているものが多いが，予め指

定された語柔から選ぶだけで、あったり，個数の

制限がある場合も多い.

3.複数のファイノレに対してキーワードの割り

当てが同時にできる/作業効率上，非常に重要

な機能

4キーワー ドを使って検索ができる/指定し

たドライブにあるすべての画像ファイルにつ

いて，キーワードまたはその一部で検索をかけ

ることができる画像管理ソフトの中には，一

つのフォルダしか検索対象にできないものも

ある.

5.検索の結果，選択された画像を別のフォルタヂ

に簡単にコピーできる/たとえばホームペー

ジの作成のために，ウメの画像が必要だとする

とウメ"というキーワードで検索し，選ばれ

たファイノレの中から必要なものを，見IJフォノレダ



にサムネイルをドラッグアンドドロンプする

ことで，元商像自体もコピーすることができ，

そのフォルダでリサイズなどの作業をすれば

よいp なお，コピーするフォルダは，同じドライ

ブに作ると移動になってしまうので，別ドライ

ブに作る必要がある.

6.Exif情報を見ること ができる/撮影の年月 日

時分秒，露出などの情報が見られる必要なら

その情報をデータベースに加えていくことも

できる

7.データベースを他のソフ トに書き出せる/

データベースをAccesslこ書き出すことができ

る.ということは，テキストデータとして，他の

ソフトにも読み込むことが可能だということ

になる.

8.Accessと同じで，データベースを書き替える

ごとに自動的に更新していくので，作業中にこ

まめにパックアップをとる必要がない

問題点としては，アメリカ産の翻訳ソフトな

ので(原名はThumb'sPlus.ちなみに小画像をサ

ムネイルく親指の爪>とし、うのは，このソフトか

ら来ているのだという)，し、ささか粗っぽいと

ころがあって，時々ハングしたり ，検索がうま

くし、かなかったりするが実用に困るほどでは

ないまた，一つのデータベースには1GBとい

う容量の上限があるそうで，おそらく 5万枚か6

万枚程度の管理が限界になると思われるもち

ろん， 別のデータベース ファイルを作って，検

索を複数回行うようにすれば，何万枚でも管理

の対象にできる

キーワードについて

筆者が具体的にどんなキーワードをつけて

いるかということだがアブラナ科，タネツケ

パナi花Jrツバキ科，ツバキ，園芸品種i八重Jrキ
ク科;野菜，畑;ゴボウ，花Jといった感じで，その

画像を将来どんな局面で使うかを考えながら

つけるようにしている.植物について，しばし

ば使っている言葉としては，他に，奮・若い実・

熟した実・冬芽・芽吹き・紅葉・ロゼ ッ ト・越冬

葉・樹冠・樹皮・大木などがある.

キーワードはまた，自分が何を写したいのか

を示す言葉とも言える.園芸植物や野菜も撮影

しておこうと思うので，そ うしたキーワードを

使うことになる落花(地上に落ちた花)・笑がら

-668-

(実が飛んだり落ちたり した跡)・隙間緑(舗道や

石畳の隙聞の草)・つる(他のものをおおう つる

植物)・デザイン(動植物を使った意匠)な どとい

う，他人には通じないキーワードもよく使 うの

だが，これもまた自分の興味の方向を示すもの

である

画像が多くなってくると，目的のものを探し

出す手がかりはこのキーワードだけになって

しまうので，なるべく多くの観点からの言葉を

つけておくのが大事だと思う .

おわりに

結局サムズプラスの宣伝のような内容に

なってしま ったが，こうしたタイプの画像管理

ソフトは雑誌などで紹介されることが少ない

し，この製品自身の広告もほとんど見ないの

で，多少の参考にはなるのではなし、かと思った

次第であるただし，すべてのソフ トをチェッ

クしたわけではないので，さらに安価で機能的

なものがあるのかもしれないことをお断りし

ておく .

l年前まで数多くのスライドを撮影してきた

が，整理が追いつかず，記憶のすみにあるコマ

をとうとう探し出せないことも多かった捜し

物をする手聞から解放されたことだけでも，筆

者にとってはデジカメは画期的なものであっ

た.もちろん，致命的なトラブノレも起こりうる

世界ではあるのだが，バックアップをこまめに

とりながら，今後も函像の蓄積に努めていきた

いと考えている

文献

大場達之，2001植物研究者から見たテ苧イジタル

画像事情。フェノロジー研究，35:1 ・5.フェノ

ロジー研究会

J、リゲナタネについて

(城川四郎)

①松本雅人さんが2003.3.30に三重県四日市市

で採集されたハリゲナタネBrassicatournefortii 

Gouanと判断される標本を勝山先生の許に持参

された勝山先生はそれと同種と判断されるも

のを，オハツキガラシとして整理しである県内

産標本の中から2枚見つけ出された.4月6日，私

も勝山先生と共に松本さんの標本の検討をおこ

なって，標記の学名に該当することを確認した.

誤認して県植物誌2001に記載できなかったが県



内にも分布があったわけである.アブラナ科を

担当した責任もあり，フロラカナガワに私が書

くということにして資料を持ち帰り，家でアブ

ラナ科の資料を見ると，一昨年，やはり松本雅人

さんが四日市で採取し持参された標本を私が

検討して標記学名の種として同定していたこと

がわかった.勝山先生から和名をつけるよ うに

いわれながら，植物誌の原稿に追われて県内産

でないものは急がなし、からといってそのまま果

たさなかったものである.今回，帰化植物友の会

通信(2):6(2∞3)植村修二氏の記事によってその

和名，分布の様子などを知ることができた.

②3月採集の松本さんの標本に基づいてその特

す7

徴を記載し，県植物誌の補遺としたし、(図参

照).一年草で茎はよく分枝し高さほぼ50cm.基

部にだけ硬い粗毛が密に生える.葉は根生業が

6~7枚あり，頭大羽状に分裂し，長さ 7~8cm，上

下面，葉縁とも硬い粗毛が多い.托葉にも葉と

同質の硬い毛が多い.花は淡黄色の十字花で総

状花序となるー花弁はへら状倒卵形，長さほぼ

7mm. 尊片は無毛でやや紫褐色を帯び長さ3~

4mm雄ずし、6個，雌ずいl個果実(長角)は茎よ

り開出する約10mmの果柄の上につき長さほほ

40mm ， 幅2~3mm，殻片は中肋だけが明瞭.果噴

の部分では中肋のほか平行する縦脈がある.果

噴は長さ約10mm，先は細く伸びる.種子はあず

10mm 

ハ リゲナタネ.2003.3.30四日市市 松本雅人氏採集 a:全体，

b:花，c:種子， d:角果，e:葉の一部拡大.
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き色，類球形で8'"1 0個がOIJに果体に並び，さ

らに果鳴の基部にも 1"'2個の種子を入れる県

内産標本は川崎市川崎区白石町 1996.4.19武井.

尚KPM司NA0112751;横浜市瀬谷区上瀬谷2000

3.27松本雅人 KPM-NAOOl18627 

③果嚇に種子を入れる例はダイコンモドキ

HirscゆIdiaincanaに見られる重要な特徴として

承知していたが本種にもその特徴があることを

知った本種を理解した後であればその草姿や

葉の硬い粗毛などの特徴で果実が無くても他種

との識別が可能であるが，一般にアブラナ科に

おいて果実が無いか，あっても未熟な標本で正

確な所属を知ることは絶望的に困難である.本

種について県内採集の標本があったにもかかわ

らず，所属を誤認し植物誌に記載しなかったこ

とはお詫びしなければと思う.しかし，収納され

ている県内産標本の果実が未熟で、あったためと

弁解もしておきたい.なお，上記植村氏の記事で

は全農協の日本帰化植物写真図鑑にキパナスズ

シロモドキとして写されている写真は本種ハリ

ゲナタネであるという .確かに草姿がそっくり

でその指摘は正しいと思う.

ヒメアメリ力アゼナに関連して

(城川四郎)

①本誌前号(No.54)に堀内洋氏が投稿された「神

奈川県に関係する帰化植物数種Jについて興味

深く読ませて頂いた.特に「ヒメアメリカアゼナ

は県内にあるか?Jの項についてはかなり衝態を

受けた.県植物誌のゴ、マノハグ、サ科を担当し，ヒ

メアメリカアゼナLinderniaanagallideaの同定に

かなり苦心しただけに，ヒメアメリカアゼナに

は微細な腺毛があるという氏の発見に驚いたか

らである.本種の帰化を初めて報告した山崎敬

(1988植研63:410-41 J)も，参考にしたいくつか

の外国文献にもその特徴は記載されていない

ヒメアメリカアゼナの尊上の腺毛(有柄腺).

1994.8.29都留市秋山北川淑子採集品スケー

/レはO.Olmm.
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アゼナの種子表面の光学顕微鏡写真スケール

lまO.02mm

しかし，堀内氏が同定したヒメアメリカアゼナ

(山梨県都留市秋山 1994.8.29北川淑子 KPM-

NA0123019)には果柄や等片にも微細な腺毛があ

ることを私も確認したことで，腺毛の存在が極

めて有効な識別のkeyになることを納得した

②私が県植物誌にヒメアメリカアゼナとして

報告した2点、の標本は誤認であったらしい堀

内氏はそれを何れもアゼナであったと述べて

いる.その2点の標本のうち茅ヶ崎市菱沼

1999.8.25斎木操 HCM84827は改めて種子を調

べた結果からアゼナであることを確認し，私の

観察が不十分で・あったことがはっきりした.ア

ゼナとしての特徴がややわかりにくい種子で

あったことが誤認の原因であったことも判明

したしかし城山町葉山 1996.7.21小崎昭則

KPM-NAOII0739の標本については種子の再検

討の結果からもアゼナの特徴を見出し得な

かった葉縁の鋸歯の有無がわかりにくく，す

でに花期を過ぎて多くの果実も開裂している

ので残存花もなく雄しべを調べることもでき

ない.他の諸形質からアメリカアゼナ，タケト

アゼナを否定し，種子の特徴からアゼナも否定

されるので消去法的にヒメアメリカアゼナと

同定したが，それは誤認であって，堀内氏の新

知見に基づきヒメアメリカアゼナではないこ

とを認める.しかし，今でもこの問題個体は普

通のアゼナではないように思う.

③花の構造や葉の鋸歯が調べにくい標本で，ア

ゼナと他の帰化アゼナ類を識別するkeyとして

私はアゼナの種子の表面に見られる特殊構造

物の存在を採用した.この特殊構造物は光学顕

微鏡で見ると環状の毛のように見えるので(上

写真)，県植物誌では環状の毛と表現したが，実

際は電子顕微鏡によって毛ではないことが後

に判明した.アゼナの種子の表面には極めて薄

い膜が半円形のひれ状に張り出したものが縦



アゼナ類の種子表面の走査型電子顕微鏡写真

aアゼナ，b: aの拡大，cアメリカアゼナ，d:タ

ケトアゼナ， e 小崎採集品KPM-NA0110739

スケールはO.Olmm

方向に並んでおり，その膜の外縁だ

けが肥厚している(右上写真).光学

顕微鏡では薄い膜の部分は光を透過

して見えず， 肥厚した外縁だけが糸

状に観察されることが判明した.こ

の特殊構造物の存在はアゼナ(a，b)だ

けに見られ，帰化アゼナ類には観察

されない (c，d) 堀内氏がヒメアメリカアゼナ

と同定した前記標本の種子についてもこの特

殊構造物は存在しない.したがって葉や花の状

態が悪い標本で，アゼナと帰化アゼナ類と識別

するには種子表面の特殊構造物の存在の有無

を確かめることが有効であることを再確認し
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た.ただ②に述べたノト崎標本についての疑問は

未解決で， 今後の課題としたい.

④ヒメアメリカアゼナについて小崎昭則氏は

本誌No.39(1994)神奈川県産の植物補遺(4)で，

果柄が長く， 葉もノj、さいという 山崎(1988)の報

告のほかに花冠も小さいという特徴を挙げ，



はっきり区別できるとし，道志川右岸，相模湖

の上流に分布すると報告している.彼の標本を

調べてみると上記特例を除き，すべてその種子

にアゼナ固有の構造物がある.したがって彼が

認識していたヒメアメリカアゼナはアゼナの

ー型であることは確かである.県植物誌2001の

アゼナの図には普通型と，果柄がし、ちじるしく

長い型と並べて描いて両方の型があることを

示しておいた.後者が彼の認識していたヒメア

メリカアゼナであるこの両者は明らかに草姿

が異なるので，同一の分類群として扱っていい

のかどうか検討する必要があると思われる目こ

れも今後の課題としたい.

種子表面の特殊構造物を正確に見きわめるた

め電子顕微鏡で見ましようとしづ呼びかけから

操作のすべてまで県博の木場さんにやって頂き

ました.したがって構造物が毛状でないことを

確認できたのは木場さんとの共同研究の成果で

す.平塚市博物館に収納されている問題標本の

再確認のためには，浜口さんがあらかじめ標本

を準備したり一緒に顕微鏡を覗いたりしてご協

力を頂きました.有難うございま した.

キンギンナスビモドキ(ナス科ナス属)

の正体が判明

(勝山輝男)

神奈川県縞物誌2001(p. 12336・1237)ではキン

ギンナスビモドキの学名を不詳としたが，

Nee( 1991)により南アメリカ原産でアフリカや

アジアに帰化しているSo/anumviarum Dunal， in 

DC.， Prodr. 13( 1): 240 (1852)と判明した.花，果

実，種子の大きさ，形，色，業の上面に単純毛，下

面に星状毛がある点、など，S acu/eatissimum laq. 

(=S khasianum C.B.Clarke)によく似ている.し

かし，S acu/eatissimumの茎，葉柄，葉には腺毛が

ないのに対し，キンギンナスビモドキの茎，葉

柄，葉には腺毛があるので，Sviarumと判断し

た.なお，S acu/eatissimumの取り扱いは混乱が

あり ，ZhuangZhi刊 ngCI 999，中国高等植物9:229) 

のSacu/eatissimumや中国植物誌67(1):108のS

khasianumの記述や図はキンギンナスビモドキ

S viarumにあたるまた，日本ではキンギンナス

ビにSacu/eatissimumがあてられたことがある

が， Nee(1991)によるとキンギンナスビはS

capsicoides AII. (=S ci印 刷 Larn.)となる

-672-

文献

Nee，M.， 1991. Synopsis of So/anum Section 

Acanthophora. in Hawkes et aI ed. Solanaceae皿，

pp.257・266.Royal Botanic Garden Kew & Lin-

nean Society ofLondon 

ツキミマンテマ

(高橋秀男)

横浜の植物調査の一環として，1998年5月14

日に有志で，三渓園の植物調査を実施したこ

のときに，三渓園に隣接した八聖殿から下っ

た，本牧市民公園前ノ《ス停付近で採集したナデ

シコ科のマンテマ属Si/eneの一種が宿題になっ

ていた.花もない標本であったので，根を動か

さないよ うに，深く掘り取って持ち帰り栽培し

た活着はしたが，その年は花を見ることがで

きなかった.翌年5月に，こぼれ種子から発芽し

開花したが，花は夜咲きであることも知った

文献や東大研究資料博物館や国立科学博物館

へ伺い同定を試みたが，名を確定するまでには

いたらなかった

時間が経過して， 2002年4月7日，近畿植物同

好会の植村修こさんのメーリングリス トで，ツ

キミマンテマ(新称予定)Silene nocturna L.が紹

介されていた.花は夜咲きで，花弁の先がくぽ

むことで区別できるとし， 4月6日に東京都江東

区の新木場駅付近で見出したことを記してい

た

これは私が本牧市民公園前のバス停付近てo

採集したものと同じものであると思われた.会

員の山崎泰子さんも，私が気づいた年の1998年

5月8日に栄区で採集していた.本種の形態につ

いては，平凡社刊『日本の帰化植物~(2003) に詳

しく紹介されているので省略し，本会報では，

全体図と標本写真，それに開花 した花の図を掲

載し，私が観察した結果を簡単に記したい

茎は基部で分校し，高さは60cmほどに達す

る.花は夕刻に直径Icmほど，ほぽ総状花序をな

し，下方から先端へ向かつて，順次一花ずつ咲

いてゆく ー花は暗くなってから咲き，翌朝には

しぼむので，花の開いた標本を作ることも，写

真の嫌影も容易でない.花弁は5枚でピンク， 2

中裂し，雌しべは3本で毛があり，雄しべは10

本 つぼみのと きは雄しべが等筒に隠れている

が，夜中に雄しべは抽出して花粉を散らし，花



a: 8onnier.G， & Doum，F.， 1990. La Grande 

Flore en Couleurs de Gaston 8onnier. 

xxv+467pls. Edition 8erlin， Paris 

b: 1998.5.14 横浜市中区本牧市民公園

前のバス停付近で採集したもの

c: 2003年5月2日21時頃開花したもの

弁も収縮してしまう.単一で直立したものは，

風で倒れやすいが，乾燥には強く，種子もよく

登熟し，繁殖力は強い.マンテマ属のなかでは，

日中の観賞ができない地味な植物である.
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「林ほか(1961):丹沢山塊の植物調査

報告」の標本について

(逢沢峰昭)

旧農林省浅川実験林の林弥栄氏らによ って，

昭和28年(1953)から昭和35年(1960)にかけて行

われた丹沢山塊の植物調査は，林ほか(J96I)に

まとめられている.この報告は，丹沢山塊に関

する植物研究史のなかで最も注目される植物

誌であり，学術的にも価値の高いものとされ

る.しかし，過去の文献を引用した部分も少な

くなく，貴重な文献であると同時に詳細な検討

を要する文献であるとされる(勝山ほか1997).

林ほか(196I)に記載のある草本類の一部は国

立科学博物館(TNS)に所蔵されており，神奈川

県植物誌調査会編(J988， 200 I)マ引用標本とし

て利用されている.しかし，樹木標本に関して

は，これまでその所在が明らかでなく，標本調

査がなされていなかった.

筆者は2002年に，森林総合研究所多摩森林科

学園(旧浅川実験林)標本室(TFA)に， 林ほか

(J96I)の調査の際に採集された樹木標本が多

数所蔵されているのを見出し，これらの標本調

査を行った加えて，同標本室には100点ほどの

革本類の標本も残されており，これらの標本に

関しても併せて調査した.標本調査は主に，神

奈川県植物誌編纂のための調査において， 林ほ

か(196I)に記載がありながらこれまで確認さ

れていない種の標本，稀少種の標本，および誤

認標本の確認に重点をおいて行った.本報で

は，これらの標本調査の結果を報告する.なお，

同標本室には，林ほか(196I)の調査の際に採集

された植物標本が，丹沢山塊で普通に見られる

植物を含めて，500点ほど所蔵されていると予

想される.

標本産地に関して

林ほか(I96 I)の調査の際に採集された標本

は，台紙に貼られており，ラベルには産地およ

び採集 日が記載されている.樹木標本の一部

はラベルに種名 の記載はないが，それぞれの

種ごとに整理されている.また，革本類の標本

の大部分はラベルに種名 の記載がな く， 属レ

ベルで‘整理されている.ラベルには， r丹沢山

コモツリ山J，r丹沢山水ノ木~明神峠J，r丹沢

山大室山j， r丹沢山蛭ヶ岳及槍洞Jのように，



「丹沢山一一一Jと記載された標本や単に「丹沢

山」と記載された標本が多くを占めている.こ

のうち「丹沢山一一一」は丹沢山塊を指している

と考えられるが丹沢山jとだけ記載された標

本に関しては，丹沢山塊を指しているのか，あ

るいは丹沢山(l567m)を指しているのか判断

の難しい標本も少なくない.そこで，林ほか

(196))の調査ルートを整理した.

標本ラベルに記載された採集日と採集場所

は，特定の日と場所に限られていたこれに加

えて，終に分布地の限られている種の標本が確

認された場合，この標本のラベルに記載された

採集日および採集場所と，林ほか(J961)の記載

産地を比較検討することで¥林ほか(1961)の調

査実施日および調査ルートが推定できる例え

ば，今回の標本調査で「アイズシモツケ丹沢山

1954.Ju1.Jの標本が確認されたが，林ほか(1961)

にはアイズシモツケの産地として，ただ一箇所

「幽神 塔ヶ岳」とあることから， 1954年7月に

幽神から塔ノ岳を調査したと判断できる.

以上の方法によって特定できた，林ほか

(1961)の調査実施日，調査ルート，標本採集者

は以下の通りである.

1953年5月:大山林弥栄

1953年6月 21日 大山林弥栄

1953年8月:札掛一塔ノ岳一丹沢山(一本間の頭

または蛭ヶ岳ワ)林弥栄

1953年9月3日:塔ノ岳一丹沢山小山芳太郎・小

島俊郎

1954年7月13-14日:(ヤビツ峠一札掛一)塔ノ岳

一丹沢山( 本聞の頭?ー丹沢山)一塔

ノ岳ーユーシン林弥栄

1954年7月17・18日-大室山 犬越路 林弥栄

1954年8月13日:ユーシン塔ノ岳一丹沢山(

ユーシン)林弥栄

1954年10月-世附国有林林弥栄

1955年8月16日:(ヤピツ峠 )塔ノ岳一丹沢山

林弥栄

1955年8月菰釣山林弥栄

1956年10月16・19日ユーシン附近(17日。ユー

シン一雨山峠/19日 玄倉)林弥栄・小

林義雄

1956年7月15日 津久井小林義雄

1956年7月16日:(長者舎?一)大室山林弥栄

1956年7月17日:(長者舎?一)犬越路林弥栄
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/(長者舎?一)風巻附近小林義雄

1956年7月18日:(長者舎?一)大室山(一犬越路

一長者舎?) 林弥栄

1956年7月19日:(長者舎一)風巻一原小屋林弥

栄・小林義雄

1956年7月20日:蛭ヶ岳一櫓洞丸一犬越路林弥

栄・小林義雄

1956年7月25日:世附水ノ木沢林弥栄・小林義雄

1957年8月15日:富士見一(塔ノ岳)一丹沢山林

弥栄・小林義雄

1957年8月16日 丹沢山( 本聞の頭または蛭ヶ

岳ワ)林弥栄

1957年8月17日:丹沢山塔ノ岳札掛林弥栄・

小林義雄

1957年8月18日札掛小林義雄

1958年7月14日.大山林弥栄

1959年7月24日:大又一水ノ木沢一明神峠林弥

栄・小林義雄

1959年7月25日:水ノ木沢一大又林弥栄・小林義雄

これらの調査実施日や調査ルートを考慮す

ると，ラベルに単に「丹沢山」と記載された標本

の産地は，林ほか(1961)の産地記載を参考にす

ると，丹沢山 (1567m)のほかに，ヤピツ峠一塔ヶ

岳一丹沢山，ヤビツ峠一札掛一塔ヶ岳，塔ヶ岳

ーユーシンが含まれていると考えられるほか，

丹沢山一蛭ヶ岳，丹沢山一本間ノ頭も含まれて

いると予想される.したがって，具体的な産地

に関しては，林ほか(1961)の記載をもとにして，

どの産地の標本に該当するかを適宜判断した.

本報の凡例

本報で挙げた種名のうち，標本ラベルに種名

の記載がなかった場合や，種名に誤認があった

場合は筆者が同定を行った.筆者の同定による

も.のは種名に*を付したまた，頻繁に出てく

る引用文献は次のように省略した.神植1988

神奈川県植物誌調査会編1988，神R五D1995:神

奈川県レ ッ ドデータ生物調査団 1995，神構

2001 :神奈川県植物誌調査会編2001.

<樹木標本>

1)ヒメコマツ:神奈川県丹沢風巻附近1956.7.18

Y.K.(小林義雄)

林ほか(1961)には，分類地理学上注目すべき

樹種として挙げられ，丹沢山塊では風巻から原

小屋の間，丹沢山北面，世附にわずかに天然分



2シラビソ(液浸標本)数字は本文に対応

布しているとあるーそして，風巻のヒメコマツ

Pinus parvijloraの大木および球果の写真があ

る.確認された標本は，この風巻の標本に該当

するものと考えられるその後の調査では，大

山で確認されただけである(神植1988，2001). 

しかし，筆者の調査の結果，蛭ヶ岳北面地蔵尾

根上で大径木12個体程度と， 袖平山から風巻の

聞でl個体を確認した 丹沢山塊に分布するヒ

メコマツの個体群は，それ自体が量的に少ない

ばかりか，房総半島に分布する同種個体群の衰

退問題を考える上で，学術的に貴重なものと考

えられることから，その分布および更新状況に

関して，後 日別途報告する予定である

2)シラビソ 神奈川県塔ヶ岳東方1400m天然林10

年生 1955.8.16林弥栄

塔ノ岳東方のシラピソは，林(1956，1960)お

よび林ほか(1961)に記載されており，林ほか

(J96J)には，塔ノ岳一角のダケカンバ，カラマ

ツ，ノ リウツギなどの低木林内に高さ50-60cm

のものが数本生じていたと記載され，その写真

が撮影されている確認された標本は，これら

の報告にあるシラビソの標本に該当するもの

と考えられる.しかし，シラビソは，その後の調

査でも確認されておらず，神RED(J 995)では絶

滅種とされた
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筆者は修士論文研究の一環として，詳細な実

地踏査と標本調査を行った結果， 太平洋側の山

岳において，シラビソの分布する山岳は，標高

1800m以上の山頂標高を持つ山岳に限られ，確

実に出現するのは標高1900m以上の山頂標高

を持つ山岳で、あるこ と，およびシラビソが分布

する 山岳には， コメツガ， トウヒあるいはイラ

モミのいずれかの樹種が必ず分布することが

わかった.しかし，丹沢山系においては トウヒ，

イラモミの分布はこれまで確認されておらず，

コメツガも行者岳および鬼ヶ岩北面で確認さ

れているだけである(神植2001) これらの検討

から，塔ノ岳のシラピソは「自生jしていたもの

とは考え難い.神奈川県では御坂山塊・三ツ峠

山および節刀ヶ岳周辺に見られるようなシラ

ビソの植林は行われていないこと，およびシラ

ビソが採集された塔ノ岳東方1400m付近は，木

ノ又大日小屋付近であることなどを考慮する

と， 山ノj、屋関係者等により横栽されたものと推

察される[逢沢・梶(投稿中)を引用]

3)トウヒ (*ハ リモミの誤認)神奈川県蛭ヶ岳

西方 林弥栄

林(J952)は，塔ノ岳，丹沢山， 蛭ヶ岳に トウヒ

を記載している確認された標本ラベルには採

集日の記載はないが，ほかの標本と比較検討す

ると，林(1952)の記載の基となった蛭ヶ岳の

「トウヒJの標本と考えられる.しかし，ここで

注目すべきことは林(1952)以後の林(J960)お

よび林ほか(1961)には，塔ノ岳，丹沢山，および

蛭ヶ岳のトウヒが記載されていないことであ

るこのことは， 林(1952)以後にこの同定上の

誤りに気づき，林(J960)および林ほか(1961)で

は削除したものと考えられる.このことは同時

に林(1952)の記載にある塔ノ岳，丹沢山の「ト ウ

ヒj，および丹沢山，蛭ヶ岳のイラモ ミの産地

も，林(1960)および林ほか(J96])に記載がない

ことから，ハリモミの誤認であったことを示唆

している従って，林(1952)に記載されている，

fトウヒ」および「イラモミJは， 岡山系にみられ

るハリモミを誤認したものであったと結論づ

けられる.

なお，神奈川将博物調査舎編(J933)には トウ

ヒの産地として塔ノ岳，蛭ヶ岳が，イラモミの産

地として丹沢山，蛭ヶ岳が記載されている.ま

た，久内(1928)は蛭ヶ岳山頂にイラモミを記載

している.林(1952)の引用文献リ ス トにこれら
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の報告が含まれていることから，林(I952)の卜

ウヒおよびイラモミの記載は，これら報告を判

断材料に用いたか，あるいはそのまま引用した

ものと考えられる.また，神奈川県博物館協会編

( 1958)の記載に関しては，その引用文献リスト

には林(1952)の記載がないことから，同書凡例

に記載されている通り神奈川県系博物調査舎編

(I933)をそのまま引用したものと考えられる.

林(1960)はイラモミの産地として大室山民

有林を記載し，林ほか(1961)には，大室山，世附

とある.この分布地に関しては，林ほか(1961)

の調査の際に，新たに確認したものと考えられ

るが，同標本室(TFA)には，大室山産のイラモ

ミの標本はなかった.また，これまでの調査で

も確認されていていなし、(神植1988，2001)林

ほか(1961)の森林所有図によると，民有林は大

室山北面に限られることから，筆者は岡山の山

梨県道志側を数度踏査したが確認できなかっ

た.しかし，筆者の実地踏査により御正体山

1650m付近においてイラモミを確認したこと

から，丹沢山塊に分布する可能性も否定できな

い[逢沢・梶(投稿中)を引用]ー

4)クロベ.丹沢山コモツリ山北面 1955.8林弥栄

林(1960)には，クロベの産地として神奈川県

下の世附国有林，山梨県下の大室山，加入道山，

菰釣山の記載がある .確認された標本は林
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6ミネヤナギ

(1960)の菰釣山の標本に該当するとともに，林

ほか(1961)の森林所有図によると，菰釣山は世

附国有林に含まれていることから，間報告にあ

るクロベの産地のうち，世附の標本に該当する

ものと考えられるーなお，筆者はこれまで大室

山および加入道山の山梨県側を踏査したが確

認できなかった

5)シライヤナギ(*キヌゲシパヤナギの誤認)

丹沢山 1954.7.13林弥栄

この標本は，キヌゲ、シパヤナギSalixjaponica 

form .faurie iの誤認標本と考えられる.ラベルの

種名には訂正線が引かれているが，種名の同定

はなされていないことから，林ほか(I961)以後

の整理の際に訂正されたと考えられるシライ

ヤナギは，林ほか(1961)では分類地理上注目す

べき樹種として挙げられ，塔ヶ岳から丹沢山の

聞にわずかに自生があると記載されている確

認された標本は，この標本に該当するものと考

えられる

6)ミネヤナギ:丹沢山 1955.8林弥栄，丹沢山

1955.8林弥栄

林ほか(1961)には搭ヶ岳一丹沢山一蛭ヶ岳と

あり，この標本に該当するものと考えられる採

集日は，調査実施日を考慮すると， 8月16日と考え

られる.なお，神植(1988，2001)には，富士山に近

い西丹沢三国峠周辺で確認されただけである.
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7)ヤマナラシ丹沢山風巻一原小屋 1956.7.19

林弥栄

林ほか(196J)には塔ノ岳一幽神，風巻一原小

屋，世附とあり， このうち風巻一原小屋の標本

に該当するものと考えられる

8)ヤハズハンノキ丹沢山 1954.8.13 林弥栄，丹

沢山 1954.8.13 林弥栄，丹沢山~風巻・原小屋

(筆者注:丹沢山風巻~原小屋の記載ミスと思

われる)1956.7.19 林弥栄・小林義雄

林ほか(J96 J)には槍桐丸，姫次，丹沢山(竜ヶ

馬場)とあり，分類地理学上注目すべき種とし

て挙げられており ，姫次で撮影された写真があ

る確認された標本は，丹沢山(竜ヶ馬場)およ

び姫次の標本に該当するものと考えられる.神

植(J988， 200 J)の調査でも確認されておらず，

神RDB(1995)では絶滅種とされた.

林ほか(196J)に記載されている同じカバノ

キ科の樹穫のうち，ダケカンパは，丹沢山，丹沢

山日高，世附(水ノ木沢周辺)の標本があった.

しかし，ネコシデ，ミヤマハンノキの標本は確

認できなかった.

9)ハシバミ:丹沢山 1955.8小島俊郎

林ほか(I961)には記載が見られないが，神植

(2001)に県内では山地~丘陵地に稀に見られる

とある

10)マルパオヒョウUlmuslaciniata fonn. holophylla 
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9ハシバミ

(Nakai) Hayashi :丹沢山犬越路 1954.7林弥栄

林ほ(1961)には世附(稀)とあり， 犬越路の記載

はないただし，母種オヒョウと形態的に顕著な

違いは見られなかった.なお，採集日は，調査実

施日を考慮すると7月18日と考えられる.

11 )ケヤマグワMorusbombycis var. pubescens Hotta 

:丹沢ユーシン附近 1956.10.16林弥栄，丹沢山

玄倉 1956.10.19小林義雄

林ほか(196J)には幽神(稀)とあり，この標本

に該当するものと考えられる.

12)ヤナギイチゴー神奈川県足柄上郡山北町 1929

牧野富太郎 (Det.K.Hiyarna) 

13)ウラジロフサザクラ Eupteleapolyandra fonn. 

hypoleuca Mizushima丹沢山犬越路1956.7.17林

弥栄

林ほか(1961)に，犬越路，幽神(稀)とあり ，こ

のうち犬越路の標本に該当するものと考えら

れる.

14) *サンショウバラ:丹沢山蛭ヶ岳及槍洞

1956.7.20林弥栄・小林義雄

この標本はラベルに種名が記載されていな

いが，サンショウバラのカバー内にあった林

ほか(J961)には，分類地理学上注目すべき樹穫

として挙げられており，塔ヶ岳や丹沢山にもま

れに生ずるとの記載があるただし，採集日の

調査ルート は蛭ヶ岳一槍洞丸一犬越路である
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ち津久井の標本に該当するものと考えられる.

叫 :1.1 19) *ウメウツギ・丹沢山蛭ヶ岳及檎洞 1956.7.20

林弥栄・小林義雄

摺 ::::..>1

b 

14サンショウバラ

ことから，林ほか(J961)の記載産地と若干異

なっている.神植(2001)では，丹沢山塊では不老

山から三国山の尾根で確認、されただけである.

15)アイズシモツケ 丹沢山 1954.7林弥栄，神奈

川県世附国有林 1954.10林弥栄

林ほか(1961)に，塔ヶ岳~幽神(稀)とあり，丹

沢山とラベルに記載された標本は，この標本に

該当するものと考えられる.採集日は，調査実

施日 を考慮すると7月14日と考えられる.また，

世附の標本に関しては林ほか(1961)には記載

がない

16)コガクウツギ(*ガクウツギの誤認):神奈川

県世附国有林 1954.10林弥栄

この標本は，葉身の先が尾状に鋭尖形をなし

ており，縁には浅い鋸歯がある こと からガクウ

ツギであると考えられる.林ほか(1961)はコガ

クウツギの産地として，大山，犬越路~長者舎，

世附を挙げており，確認された標本はこのうち

世附の標本に該当するものと 考えられる.

17)オオヤママルパウツギ:相模大山 1958.7.14林

弥栄

18)アオヒメウツギDeutziagracilis var. nagurai 

(Makino) Sugimoto:神奈川県中郡四十八瀬

1945.5.5小林義雄，神奈川県丹沢山宮ヶ瀬村

1957.5.13小林義雄

林ほか(1961)に，津久井，世附とある.このう
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林ほか(1961)には，分類地理学上注目すべき

樹穏として挙げられており ，丹沢山北部と小算

の2箇所で採集したとある.確認された標本は，

採集日の調査ルートから， 小弊の標本に該当す

るものと考えられる.

20)ヤシャピシャク:丹沢山槍洞及蛭ヶ岳 1956.7.

20林弥栄・小林義雄

確認された標本は，採集日の調査ルートか

ら，林ほか(1961)の記載産地のうち蛭ヶ岳櫓

洞丸の標本に該当するものと考えられる.

21)ユクノキ:神奈川県大山 1953.5林弥栄

林ほか(1961)および神植(1988，2001)には記

載は見られない.本標本は，①小葉の基部の小

托葉がないこと，②小葉の側脈数がフジキのそ

れに比べて多いこと，③葉裏が粉白色を帯びて

いることから，ユクノキと考えられる.また，ユ

クノキとフジキの標本をそれぞれ20点ほ ど比

較したが，フジキのさく葉標本は葉が緑色であ

るのに対し，ユクノキのそれはやや暗緑色に変

色しているように見えた

22)クロカン1":丹沢山風巻~原小屋 1956.7.19

林弥栄・小林義雄，丹沢山蛭ヶ岳及檎洞 1956. 

.. 

21ユクノキ



7.20林弥栄・小林義雄

林ほか(1961)の記載産地のうち，原小屋，

蛭ヶ岳 槍洞で採集された標本と考えられる

23)ヨコグラノキ丹沢山 1953.9ム丹沢山 1957.8.15

林弥栄

林ほか(J96 1)には，分類地理学上注目すべき

樹種として挙げられており ，その産地として札

掛，塔ヶ岳，および丹沢山とある.札掛と記載さ

れた標本も別にあることから，塔ノ岳もしくは

丹沢山の標本に該当するものと考えられる

24)ヨコグラブドウ(*サンカクズ、ルの標本):丹

沢山 1954.7.13林弥栄

この標本の種名は「ヨコ グラブ ドウワJと記

載されていたが，サンカクス、ルで、あった.林ほ

か(J961)には，ヨコグラブドウの産地として世

附をあげているー確認された標本は，採集日の

調査ルートから世附の標本とは異なるものと

考えられる.世附の標本は確認できなかった

25)パイカツツジ:丹沢山 1954.7林弥栄

調査実施日および調査ルートの検討から，7月

13・14日に，林ほか(J961)の記載産地のうち，札掛

一塔ヶ岳 丹沢山あるいは，塔ヶ岳一幽神で採

集された標本に該当するものと考えられる.

26)ヒカゲツツジ丹沢ユーシン附近 1956.10.16・

19林弥栄

林ほか(1961)には，分類地理学上注目すべき

樹種として挙げられており，幽神の谷間に2-3

株生じているのを見たのみとある.確認された

標本は，この標本に該当するとものと考えられ

る.これまで神植(2001)では，玄倉川の谷間で

採集されているーなお，アブラツツジの標本は

確認できなかった

27)サツキ津久井郡津久井渓谷 1958.7.3小林

義雄

28)キヨスミミツバツツジC*ミツバツツジの誤

認)丹沢山 1954.7.13林弥栄

確認された標本は，花がないことから葉の形

質により同定したが，葉身下部の縁が裏側に巻

きこんでいる こと，キヨスミミツバツツジに特

徴的な葉裏主脈下部の両側に縮れた軟毛がな

いことから，ミツバツツジの誤認であると考え

られる確認された標本は，林ほか(J961)の記

載産地のうち，ヤ ピツ峠~札掛の標本に該当す

るものと予想される.

29)カクミノスノキ(ウスノキ)(*スノキの標本): 

丹沢山 1954.8林弥栄

この標本はラベルに種名の記載がないが，カ

クミノスノ キ(ウスノキ)のカバー内にあった

この標本はスノキであった調査実施日および

調査ルート から，採集 日は8月13日で，林ほか

(J 961)の記載産地のうち，塔ノ岳~丹沢山~幽

神で採集された標本に該当するものと考えら

れるーなお同属のクロウスゴの標本は確認でき

なかった.
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30)ミヤマアオダモ:丹沢山大室山1956.7.18林弥

栄

林ほか(J961)の記載産地のうち，大室山の標

本に該当するものと考えられる神植(2001)で

は，蛭ヶ岳，丹沢山の標本2点が確認されている

だけである

31)オオツクパネウツギ(メツクパネウツギ):神

奈川県世附国有林 1954.10林弥栄

林ほか(1961)には世附とあり，この標本に該

当するものと考えられる.これまで世附川流域

からの報告はなかった(神植2001).

32)コックパネウツギ(*ツクパネウツギの標本):丹

沢山1954.7林弥栄，丹沢大釜山1956.7.18林弥栄

この標本はラベルに種名の記載がないが，コ

ックパネウツギのカバー内にあった.確認され

た標本はツクパネウツギであった 林ほか

(J 961)は，コックパネウツギの産地として幽神

:lb::、

‘シ

33ミヤマシグレ



(稀)をあげている.丹沢山とラベルに記載され

た標本は，調査実施日および調査ルートを考慮、

すると， 7月14日に幽神で採集された標本に該当

するものと予想される.ただし，大室山の標本に

関しては，林ほか(1961)に産地の記載はない.

33)ミヤマシグレ.丹沢大室山 1956.7.18林弥栄，丹

沢山蛭ヶ岳及檎桐 1956.7.20林弥栄・小林義雄

林ほか(1961)に，丹沢山，大室山，犬越路一槍

桐丸(小算)とある.調査実施日および調査ルー

卜を考慮すると，それぞれ大室山および小算の

標本に該当するとものと考えられる神植

(2001 )では，箱根金時山で採集されているが，

丹沢山塊ではこれまで標本が確認されていな

かった.

<草本類>

同標本室の革本類の標本中には，林ほか

(1961)の調査者の一人，小林義雄氏が1940年代

後半に神奈川県内で採集した標本が残ってい

るこれらの標本は，林ほか(1961)の調査開始

以前に採集された標本であるが，その産地が，

林ほか(1961)に記載された産地と 一致する標

本も少なくないことから，これらの標本も調査

対象とした

34)スギラン丹沢山 1954.7林弥栄

林ほか(1961)には，分類地理学上特筆すべき

種類として挙げられている.調査実施日を考慮、

すると，採集日は7月13-14日に，塔ノ岳あるい

はユーシンで採集されたものと考えられる.本

種は，勝山ほか(1997)でも分布・分類上特色あ

る種として挙げられている.

35)ナンタイシダ:丹沢山蛭ヶ岳及槍洞1956.7.20

林弥栄・小林義雄

林ほか(J961)に槍桐丸一犬越路一大室山

(稀)とあり ，この標本に該当するものと考えら

れる.本種は丹沢山塊ではやや稀に産する(神

槌2001). 

36)ハコネシケチシダ.丹沢山蛭ヶ岳及槍桐

1956.7.20林弥栄・小林義雄

林ほか(1961)の蛭ヶ岳一檎桐丸一犬越路の

標本に該当するものと考えられる.

37)イッポンワラビ:丹沢山蛭ヶ岳及槍洞1956.7

20林弥栄・小林義雄

林ほか(1961)に蛭ヶ岳槍洞丸(稀)とあり，

この標本に該当するものと考えられるただ
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し，近年の調査では確認されず現状不明とされ

ている(神植編2001).神RDB(1995)では絶滅種

とされた.

38)コガネシダ丹沢山 1953.8 林弥栄

林ほか(1961)は，丹沢産の本種をジョウシュ

ウコガネ、ンタすWoodsiamacroch/aena var. g/abrata 

とし，分類地理学上注目すべき種類として挙げ

ている採集日の調査ルー トから，林ほか

(1961 )の記載産地のうち蓑毛ーヤビツ峠の標

本に該当するものと考えられる神植

(1988，2001)では，本種をジョウシュウコガネ

シダと区別していない-

39)メダケ丹沢山 玄倉 1956.10.19 林弥栄

林ほか(1961)に玄倉とあり，この標本に該当

するものと考えられる.

40)ハコネダケー神奈川県世附国有林.1954.10林

弥栄

林ほか(1961)に世附(稀)とあり，この標本に

該当するものと考えられる.ハコネダケ

P/eiob/astus chino var.ν'aginatus (Hackel) S. Suzuki 

は，アズマネザサの変種て、特に葉が小さい型で

あり，箱根山を中心とした神奈川県および静岡

県に多いとされる(鈴木 1978).神植(2001)で

は，品種form.vaginatωMakino & Okamuraとして

扱われているが，丹沢山塊中に分布点はない.

41) I、コネメダケ:神奈川県世附固有林 1954.10

林弥栄

林ほか(1961)に世附(稀)とあり，この標本に

該当するものと考えられる.ハコネメダケ(ハ

コネシノ )Sasae//a sawadaiは，アズ、マザサによ

く似ているが，稗はl節から3本の枝が出ること

で容易に区別できるとされる (鈴木 1978)田神植

(2001 )では， アズマザサSasae//aramoseと区別し

ていない.

42)シオツザサ神奈川県世附国有林 1954.10林

弥栄

林ほか(1961)に世附(稀)とあり，この標本に

該当するものと考えられる.鈴木(1978)による

と，本種はタキザワザサNeosasamorpha

lakizawana の変種チトセナンブスズ.v a r 

/asioc/ada (Makino & Nakai) S.Suzukiと同じもの

とされ，葉鞘に細毛が密生し，しばしば長毛が

混生することで区別される.

43) *ウチョウラン 丹沢山 1955.8 小島俊郎，

丹沢山蛭ヶ岳及び槍洞 1956.7.20 林弥栄・小



林義雄

前者の採集場所に関しては特定できないが，

後者の標本は，林ほか(1961)の記載産地め う

ち，蛭ヶ岳一槍洞丸一犬越路の標本に該当する

ものと考えられる.

44) *オノエラン.神奈川県丹沢山 1953.8 林弥

栄，丹沢山蛭ヶ岳及櫓桐 1956.7.20 林弥栄・小

林義雄

これらの標本は，林ほか(1961)の記載産地の

うち，塔ヶ岳一丹沢山 一蛭ヶ岳，および蛭ヶ岳

一槍桐丸一犬越路の標本に該当するものと考

えられる.

45) *トンボソウ.丹沢山風巻~原ノト屋 1956.7.19

林弥栄・小林義雄，丹沢山 1957.8.17 林弥栄

林ほか(1961)の記載産地のうち，姫路一原小

屋，および札掛一塔ノ岳一丹沢山の標本に該当

するものと考えられる

46) *ジンパイソウ 丹沢山蛭ヶ岳及槍桐 1956.7.

20林弥栄・小林義雄

林ほか(J961)の記載産地の うち，蛭ヶ岳一櫓

洞丸一犬越路の標本に該当するものと考え ら

れる.

47)キソチドリ・神奈川県大山 1951 林弥栄

林ほか(J961)の記載産地の うち，大山の標本

に該当するものと考えられる.神植(1988)とそ

"ーご う 且a$....-
田 昌れ-，.，，，--.~'........-:-

山
'

47キソチドリ

の後の調査では見つからず，神RDB(J995)では

絶滅種とされた.

48)ナガパノキソチドリ・丹沢山 1956.8.16林弥栄，

丹沢山 1956.8.17林弥栄

林ほか(1961)の塔ノ岳一丹沢山，あるいは丹

沢山(一本間の頭または蛭ヶ岳)の標本に該当

するものと考えられる.

49) *ツレサギソウ属:神奈川県丹沢山 1953.8林

弥栄

オオヤマサギソウあるいはヤマサギソウと

思われる.ヤマサギソウは勝山ほか(1997)では，

消息、不明種とされていることから，同定の必要

のある標本である

50) *ハコネラン・丹沢山 1955.8小島俊郎

林ほか(J961)の記載産地のうち，塔ヶ岳一丹

沢山の標本に該当するものと予想される

51 )ピランジ:神奈川県中郡西秦野村丹沢山塊

塔ヶ岳(水無}I /} 1947.8.16小林義雄，神奈川県中

郡西秦野村水無川源流1947.8.16小林義雄

52)レンゲショウマ:神奈川県中郡西秦野村丹沢

山塊塔ヶ岳 1947.8.16小林義雄

林ほか(J96])の塔ノ岳の標本に該当するも

のと思われる.

53)オキナグサ 神奈川県中郡四十八瀬 1945.5.5

小林義雄

54)チダケサシ 神奈川県中郡西秦野村 丹沢山

塊塔ヶ岳(水無川)1947.8.16小林義雄

55)ヒトツバショウマ:神奈川県中郡西秦野村 丹

沢山塊塔ヶ岳(水無}I/}1947.8.16小林義雄，神奈

川|県中郡丹沢四十八瀬 1945.5.5小林義雄

56)フジオトギリ.神奈川県中郡西秦野村 丹沢

山塊塔ヶ岳(水無川)1947.8.16小林義雄

林ほか(196])の塔ヶ岳の標本に該当するも

のと考えられるただし，葉型からクロテンコ

オトギリの可能性が高い.なお，同じオトギリ

ソウ科で丹沢山塊ではないがミズオトギ リ:

神奈川県川崎市登戸 1943.10.10小林義雄」の

標本があった

57)アマニュウ .丹沢山大室山 1956.7.18林弥栄

林ほか(196J)には，分類地理学上注目すべき

種類として挙げられ，大室山にのみ産するとあ

る確認された標本は，この標本に該当するも

のと考えられる

58) *ノダケモドキ.丹沢山ユーシン附近 1956.

10.16-19林弥栄
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この標本は葉が疎らについていることから，

ノダケモドキと考えられる.林ほか(1961)は，

イワニンジンの変種として分類地理学上注百

すべき種類として挙げている.確認された標本

は，記載産地のうち，幽神(稀)の標本に該当す

るものと考えられる.

59)ミシマサイコ:神奈川県(中郡西秦野村)秦野

市丹沢山塊大倉尾根 1949.8.16小林義雄

林ほか(1961)に，大山， 大倉尾根とあり，確認

された標本は大倉尾根の標本に該当するもの

と考えられる.

60) *ミヤマニンジン 丹沢山 1954.8.13林弥栄

林ほか(1961)の記載産地のうち，塔ヶ岳一丹

沢山一蛭ヶ岳の標本に該当するものと考えら

れる

61)ベニバナギンリョウソウ:丹沢山 1954.8.13林

弥栄

林ほか(1961)には，分類地理学上注目すべき

種類として挙げられ，塔ヶ岳と幽神の聞にまれ

にみられるとあるー確認された標本は，この標

本に該当するものと考えられるーただし，標本

からは紅色はもはや確認できない

62) *マルパノイチヤクソウ-丹沢山 1954.7林弥

栄，丹沢山風巻~原小屋 1956.7.19林弥栄

58ノダケモドキ

-682-

林ほか(1961)の記載産地のうち，前者は7月

13・14日に札掛一塔ヶ岳一丹沢山一本聞の頭で

採集された標本に，後者は姫路一原小屋一蛭ヶ

岳の標本に該当するものと考えられる.なお，

同属のベニバナイチヤクソウの標本は確認で

きなかった

63) *ハナイカリ :丹沢山 1954.8林弥栄

林ほか(196J)の丹沢山の標本に該当し，採集

日は8月14日と考えられる.丹沢ではブナ帯に

やや稀に見られる(神植2001)

64) *ホソ1¥リンドウGentianascabra var. buergeri 

form. stenophlla:丹沢山大釜山 1956.7.18林弥

栄，神奈川県世附水ノ木沢付近 1959.7.24

林ほか(1961)の記載産地のうち，大室山，世

附の標本に該当するものと考えられる.

65)サワルリソウ 丹沢山犬越路 19"56.7.17林

弥栄

林ほかに(1961)には長者舎一犬越路とあり，

この標本に該当するものと考え られる.

66)ムラサキ:丹沢山風巻~原小屋 1956.7.19林

弥栄・小林義雄，相模大山 1958.7.14林弥栄

林ほか(1961)の，姫次および大山の標本に該

当するものと考えられる近年著しく減少し県

西山地のごく一部に稀に見 られるだけである

(神姫2001)

67)ジャコウ、ノウ:神奈川県中郡西秦野村丹沢山

塊塔ヶ岳(水無川)1947.8.16小林義雄

68)アシタカジャコウソウ:丹沢大室山 1956.7.18

林弥栄

林ほか(1961)では分類地理学上注目すべき

種類として挙げられ，その記載産地の中に大室

山と あるこの標本に該当するものと考えられ

る.しかし，神植(2001)では，これまで大室山に

産するとされてきたアシタカジャコウソウの

標本は， ジャコ ウソウであるとしている.今回

確認された標本は花がないため同定は難しい

と思われる

69)シモパシラ:神奈川県津久井郡内郷村石老山

1941.9.10小林義雄

これまでの報告では石老山および世附川流

域の報告がなかった(神植1988，2001). 

70) *ヒナノウスツボ 丹沢山 1954.8.13林弥栄，

丹沢山 1957.8.16林弥栄，

林ほか(1961)の塔ヶ岳一丹沢山の標本に該

当するものと考えられえる丹沢ではブナ帯に



やや稀に見られる(神植2001).

71) *キヌタソウ丹沢山大室山 1956.7.18林弥

栄，丹沢山風巻~原小屋 1956.7.19林弥栄・小

林義雄，相模大山 1958.7.14林弥栄

林ほか(1961)の記載産地のうち，それぞれ犬

越路一大室山および大山の標本に該当し，風巻

~原ノj、屋の標本は「各地Jに含まれるものと考

えられる

72) *オオキヌタソウ丹沢山 1954.7林弥栄

林ほか(1961)の記載産地のうち，丹沢山の標

本に該当するものと考えられる.採集日は，調

査実施日を考慮すると， 7月13・14日と考えられ

る.

73)ヤハズJ¥1¥コ:神奈川県中郡西秦野村丹沢

山塊塔ヶ岳(水無川)1947.8.16小林義雄

74)カセンソウ:神奈川県中郡西秦野村丹沢山塊

搭ヶ岳 1947.8.16小林義雄

75) *カシワパハグマ・神奈川県世附国有林

1954.10林弥栄

林ほか(1961)の記載産地のうち，世附の襟本

に該当するものと考えられる 神植 (1988，

2001)では西丹沢および世附の報告はない，

76)コウリンカ・神奈川県(中郡西秦野村)秦野市

丹沢山姥大倉尾根 1949.8.16小林義雄

77) タムラソウ神奈川県津久井郡鳥屋村

1943.9.19小林義雄

本報告では，林ほか(J96 I)の調査の際に採

集された植物標本のうち 2 これまでの神奈川

県植物誌編纂のための調査において産地の確

認されていない種の標本，稀少種の標本，およ

び誤認標本に関して報告を行った.前述のよ

うに，標本ラベルに種名の記載のないものも

多いことから，筆者の同定によったものも少

なくない特に筆者の不慣れである革本類の

同定に関しては，標本の比較および文献の記

載を基にして尽力したが，確認の必要性の高

い標本および疑問のある標本に関しては，諸

先輩方の同定をお願い致したい.その際，筆者

のもとに本報告で挙げた各種の標本写真があ

るので御活用頂ければ幸いでRある.なお，筆者

は，これまで針葉樹の分布を再検証するため

に林弥栄氏の標本を探してきたが，同標本室

以外では一切確認できなかったことから，林

ほか(1961)の調査の際に採集された樹木標本
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に関しては，同標本室にあるものがすべてで

あると思われる.

本報告をまとめるにあたり，度重なる標本閲

覧の許可と便宜と図っていただいた，森林総合

研究所多摩森林科学園勝木俊雄氏，並びに標本

の同定および分布に関する知見をご教示いた

だし、た， 神奈川県立生命の星・地球博物館勝山

輝男氏に厚く御礼申し上げる.また，数多くの

植物を採集して標本として残された，故林弥栄

氏をはじめとする旧浅川実験林の諸氏lこ心よ

り敬意を表す

引用文献

林弥栄， 1951.日本産重要樹種の天然分布1.

林試研報48:1・240.

林 弥栄， 1952.日本産重要樹種の天然分布2.

林試研報55:1・251

林 弥栄， 1956シラベ神奈川県丹沢山集に産

す植物研究雑誌31(1):21

林 弥栄， 1960.日本産針葉樹の分類と分布.

194pp.農林出版.東京.

林 弥栄・小林義雄・小山芳太郎・大河原利江，

1961.丹沢山塊の植物調査報告.林試研報
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久内清孝， 1928.相模国蛭ヶ岳附近の植物.植物
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神奈川県博物館協会編， 1958.神奈川県横物誌
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神奈川県レッドデータ生物調査団編， 1995.神

奈川県レ ッ ドデータ生物調査報告書.神奈

川|県立博物館研究報告 自然科学 7.

257+8pp.神奈川県立博物館.小田原.

神奈川県植物誌調査会編， 1988神奈川県植物

誌1988.1442pp神奈川県立博物館.

神奈川県植物誌調査会編， 2001.神奈川県植物

誌.1584pp.神奈川県立生命の星・地球博物

館.

勝山輝男・高橋秀男・城川四郎・秋山守・田中徳

久， 1997丹沢山地の種子植物・シダ植物.丹

沢大山自然環境総合調査報告書331・382.神

奈川県

鈴木貞雄， 1978 日本タケ科植物総目録.384pp 
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黄色い花弁のあるウマノスズクサ科

植物

(野津信子・佐々木シゲ子)

里山の植生が残っている舞岡(横浜市戸塚

区)を2002年度の花ごよみの調査定点場所とし

て決め， 5月から月に2回ずつ二人で歩き始め

た横浜市営地下鉄舞岡駅より尾根づたいに歩

き，雑木林の林床にハンノキ，コナラ，ムラサキ

シキブなどと混ざって，ツル状に1mくらい伸

びたアオツヅラフジの葉に似た草本を見つけ

た.そこにはほかにキリンソウ，ミヤマキケマ

ン，コヤブタバコなどが生えていた葉だけで

花が咲かず，名前のわからないまま9月，10月，

12月に標本を作製した.横浜植物会の巣山紘子

さんが2003年5月8日に花の咲いた個体を子ど

も植物園に持参されたが，そこでは分からず，

勝山先生に見ていただき，中国原産の薬用値物

で中国名「馬蹄香(冷水丹)J ， Saruma hemァiOliv

と同定していただいた.

多年生草本で茎はツル状に1mくらい伸び，

葉は五生で有柄，葉身は有毛で基部は心形.花

は茎の途中から単生し，直径約2cm果実は萌果

で6分果からなり ，各分果の中に約5個の先の

尖ったトックリ状の種子がある.その種子は2

金12m;

島12mm

サルマ.a果実をつけたツルの一部，

b種子(腹面)， c種子(背面).
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縦裂し，背面には多数の横紋がある.種子は幅

約2mm，高さ約2.5mm.根茎は香料や薬(外用や

胃痛薬)にされる.

どのような経緯で移入されたか今のところ

定かでないが，最初に見つけた林床以外にも，

道路をへだてた林縁にも生えており，鳥による

種子散布によりその分布を広げつつあるのか

もしれない.

小学館の園芸植物大事典によ るとサルマ属

Sarumalまl属l種なので和名はサノレマとしてお

きたいなお，Saruma属は「司科のAsarum(フタパ

アオイ属)の始めのAを語尾に持っていったア

ナグラム(綴り換え)と考えられる.標本は横浜

市子ども植物園と県博におさめる.

参考文献

園芸植物大事典小学館

中国高等植物第3巻青島出版会

中国高等植物図銭第l冊科学出版

『神奈川県植物誌2001~に用いたデー

タによる市町村および地域メッシュご

との植物数

(田中徳久)

『神奈川県植物誌200U(以下『神植誌oUと略

記)が刊行され，2年が経過した.その問， FLORA

K.ANAGAWAには，その訂正や新産植物の報告

などが毎号掲載され，植物相調査に終わりのな

いことを思い知らされる筆者も，各ブロック

から集められた標本データベースの管理の過

程で，し、くつかの誤りを犯してしまった.正誤

表のヒメアメリカアゼナの分布図差し換えな

どはその一例であった

昨年，~神植誌O l ~のためのデータを有効活用

する意味で標本データを使った神奈川県の

111個の地域メ ッシュによる植物地理~(田中徳

久2003神博報， (32): 7-22)をまとめた際にもい

くつかの誤りに気づいた.その畳大のものは，

『神植誌oUのどこを見ても，各地域メッシュご

との植物数や採集標本数が掲載されていない

ことである当時は，レイアウト作業と版下の

作成に忙しく，なんとか全県での植物数などの

データを掲載するのが精一杯であったが，やは

り，これは不便である.そこで，~神植誌oUのた



めに収集された標本に基づき，各地域メッシュ

ごとの植物数について報告する.また，同時に

同じデータを用い，市町村ごとの植物数も算出

した『神構誌oUでは標本の採集地域メッシュ

が表記されていないこ とから，必ずしも í~神植

誌oUによる・・・Jとは言いがたいが，参考にし

ていただければ幸いである

『神植誌oUのために収集された標本データ

は，厚木市郷土資料館，神奈川県立生命の星・地

球博物館，) 11崎市青少年科学館，相模原市立博

物館，平塚市博物館，横須賀市自 然・人文博物

館，横浜市こ ども植物園に集積された標本を中

心に250，812点、に上る.それに掲載された分布

図は，植栽品や3次メッシュの不備なものなを

除いた245，190点のデータにより描画された.

しかし，ここでは，分布図を掲載しなかった雑

種などのデータや，採集地の3次メッ、ンュは不

明であるが地域メ ッシュは明らかであるデー

タ(ここでは地域メッシュによる集計が目的で

あるため)を再度加え， ~神植誌oUの見出しと

表1.各ブロ ック拠点の標本数

された縞物の標本データは247，828点により算

出したーなお，田中 (2003)も， 地域メ ッシュごと

に記録された分類群数を報告しているが，取り

上げた対象穫が一致していないため，本報告と

は数が異なるので注意が必要である

以下，表lに各ブロックの拠点、標本館ごとの

標本数を『神奈川県植物誌1988~のための調査

時期 (1979~ 1 987年)を境に，年代別に集計し，

表2に市町村・地域メッシュごとの植物数と採

集標本数をまとめた.表2中の()内の数字は『神

奈川県植物誌200Uで→を付された帰化植物の

数を内数で示したものである.また，大山メ ッ

シュは秦野市，伊勢原市，厚木市を含むが，便宜

的に伊勢原市として扱ったそのため，伊勢原

市の植物数には，大山メッ、ンュ中の秦野市，厚

木市に生育する植物数が加算されており，秦野

市，厚木市の植物数は，大山メ ッシュのみに産

する両市の植物の数が除かれているなお，絶

滅扱いの穫は，標本の記録がない場合はカウ ン

卜されていない.

標本庫 一1978 1979-1987 1988- 員十

厚木市郷土資料館 1916 8013 17773 27702 

神奈川県立生命の星・地球博物館 13312 84035 23364 120711 

川崎市青少年科学館 48 681 12300 13029 

相模原市立博物館 8 3694 3703 

平塚市博物館 47 22109 14717 36873 

横須賀市自然・人文博物館 6886 8819 4983 20688 

横浜市こども植物園 549 317 21252 22118 

その他 48 650 2306 3004 

合計 22807 124632 100389 247828 

表2.市町村・地域メ ッ、ンュごとの植物数と採集標本数(次ページにつづく)• 

植物数
標本数

シダ植物 裸子植物 単子葉緩物 離弁花類 合弁花類 合計

藤野町 110(0) 11 (0) 262(39) 491 (58) 285 (48) 1159 (145) 3728 

藤野ーl 92(0) 9 (0) 228 (35) 428(47) 251 (43) 1008(125) 1937 

藤野 2 88 (0) 8 (0) 205 (26) 398 (37) 203(34) 902 (97) 1791 

相模湖町 109(0) 10 (1) 238 (32) 454 (60) 250 (49) 1061 (142) 1659 

城山町 126(0) 8 (0) 249 (41) 447(69) 231 (57) 1061 (167) 2079 

津久井町 122 (0) 12(J) 271 (33) 576 (59) 325 (40) 1306 (133) 7188 

津久井ーl 47 (0) 7 (0) 103 (2) 239 (1) 149(1) 545(4) 1208 

津久井一2 35 (0) 4 (0) 81 (4) 226 (1) 148 (2) 494(7) 862 

津久井-3 73 (0) 7 (0) 139(9) 373 (21) 202 (23) 794(53) 1789 

津久井 4 64(0) 8(0) 110(13) 343 (27) 173(21) 698 (61) 1346 

津久井-5 70(0) 7 (1) 158 (22) 372(43) 190(29) 797(95) 1983 

-685-



表2.(つづき)

纏物数
標本数

シダ植物 裸子梅物 単子葉継物 離弁花類 合弁花類 dEE3A 圭~t

山北町 176 (1) 15 (1) 322(40) 621(71) 369 (59) 1503 (172) 12258 

山北 l 35(0) 7 (0) 107(4) 270(9) 142 (3) 561 (16) 1186 

山北ー2 52 (0) 7 (0) 83 (0) 190(2) 130 (2) 462 (4) 775 

山北 3 67 (0) 9(0) 103 (5) 237(3) 164 (2) 580(10) 1758 

山北-4 95 (0) 9 (0) 139(11) 326 (14) 175 (21) 744(46) 1647 

山北-5 94 (0) 6(0) 129(1]) 340 (21) 176 (18) 745(50) 1448 

山北-6 108 (0) 10(0) 122 (12) 356 (23) 233 (23) 829(58) 1932 

山北ー7 90 (1) 8(1) 189 (24) 359 (45) 196 (40) 842 (1 11) 1567 

山北 8 120(0) 8(0) 155 (26) 361 (4]) 200 (37) 844 (104) 1945 

南足柄市 209(2) 10 (1) 269 (35) 482(46) 290(49) 1260 (1 33) 6457 

南足柄ーl 150(J) 6 (0) 189(17) 387(22) 227 (32) 959 (72) 2581 

南足柄ー2 171(0) 8 (0) 166(12) 320 (22) 195 (26) 860(60) 2037 

南足柄-3 170 (2) 7(]) 177 (28) 303 (35) 163 (35) 820 (10]) 1839 

開成町 15 (0) 2 (0) 121(24) 180(34) 93(32) 411 (90) 671 

松田町 131 (0) 7 (0) 203(34) 431 (48) 247(46) 1019(128) 1805 

大井町 83 (0) 8(0) 176 (3]) 359(66) 184 (43) 810 (140) 1102 

湯河原町 170 (3) 11 (2) 270 (48) 486 (77) 299(68) 1236 (198) 4773 

湯河原一l 149 (0) 9 (0) 199 (38) 414 (61) 235(46) 1006 (145) 2527 

湯河原ー2 123 (3) 11 (2) 231 (39) 417 (62) 259 (60) 1041 (166) 2246 

真鶴町 89 (2) 8 (0) 157 (30) 326(46) 184 (46) 764 (124) 1616 

小田原市 198 (4) 12 (2) 324 (68) 599(115) 317 (88) 1450 (277) 8699 

小田原 l 145 (2) 10 (1) 178 (34) 357(42) 180 (37) 870 (1 16) 2196 

小田原ー2 144 (3) 8 (0) 203(39) 355 (61) 185 (46) 895 (149) 1833 

小田原-3 136 (2) 10 (1) 255(55) 437 (93) 241(80) 1079(231) 2556 

小田原-4 142 (3) 10 (1) 160(32) 363 (46) 173 (34) 848(116) 2114 

箱板町 199 (3) 13 (1) 384 (45) 570 (66) 352(58) 1518 (1 73) 10935 

箱根ーl 109 (0) 7 (0) 260 (2]) 383(24) 226(24) 985(69) 3108 

箱根 2 72 (0) 6(0) 138(1j) 275(16) 169 (25) 660(52) 1622 

箱根-3 0(0) 0(0) 15 (4) 4 (1) 2(J) 21 (6) 56 

箱根 4 86(1) 8 (0) 167 (10) 309 (16) 188 (18) 758 (45) 1979 

箱根 5 160 (3) 10 (1) 23I(30) 451(50) 255(44) 1107 (J28) 3136 

箱根 6 68 (1) 9(0) 143 (15) 291 (23) 183(32) 694 (71) 1034 

相模原市 107 (3) 9 (1) 352(99) 568 (168) 323 (127) 1359(398) 7486 

相模原ー1 83 (2) 7 (0) 254 (61) 397 (97) 214 (78) 955(238) 2550 

相模原ー2 71 (1) 5 (0) 252 (67) 372 (1 02) 198 (76) 898(246) 1750 

相模原 3 62 (1) 9 (1) 195 (52) 331 (75) 185(67) 782 (196) 1525 

相模原-4 75 (1) 7 (0) 200 (56) 368 (97) 212 (77) 862 (23]) 1661 

清川村 119 (1) 13 (0) 292 (49) 589(80) 353(76) 1366(206) 7676 
清)1ト1 25 (0) 10(0) 72 (4) 193(2) 113 (5) 413 (11) 1295 

清川ー2 88(0) 9(0) 179 (25) 427(40) 250 (47) 953(112) 3342 
清川-3 87 (1) 11 (0) 231 (45) 483 (66) 280 (61) 1092 (1 73) 3039 

愛川町 114(1) 13 (2) 306 (58) 541 (93) 307(78) 128I(232) 4892 

厚木市 121 (2) 12 (2) 361 (80) 623 (1 39) 367(105) 1484 (328) 20935 

厚木ーl 82 (1) .8(0) 272 (44) 427 (66) 236 (55) 1025 (J66) 6498 

厚木 2 48 (0) 8(1) 235(58) 379 (IOO) 204 (79) 874 (238) 4059 

厚木-3 63 (0) 9(1) 197 (40) 350 (55) 203 (58) 822 (154) 2496 

厚木-4 92 (1) 10(0) 23I(44) 470(67) 260 (52) 1063 (164) 4854 

厚木一5 46 (0) 8 (0) 229 (49) 362(82) 212(74) 857 (205) 3028 

座間市 91 (2) 9(1) 290 (73) 451 (J29) 262(104) 1103 (309) 5160 

大和市 82 (2) 10 (1) 271 (74) 470(132) 257 (94) 1090 (303) 1586 
海老名市 74 (4) 9 (1) 271 (7)) 454(124) 248 (93) 1056(293) 3165 
綾瀬市 81 (2) 10 (1) 251(74) 432 (129) 214 (93) 988(299) 3240 

秦野市 157 (3) 15 (J) 352(70) 648 (139) 391 (104) 1563 (317) 9419 
秦野ーI 25(0) 7 (0) 83 (9) 216 (13) 134 (7) 465 (29) 741 

秦野ー2 III (3) 8 (0) 210(32) 413 (58) 245(47) 987(140) 2141 
秦野-3 111 (2) 10 (0) 252 (45) 469 (78) 263 (60) 1105 (185) 1975 
秦野 4 113 (1) 10(0) 240(42) 479(80) 264(56) 1106(179) 2148 

秦野 5 94 (2) 7 (1) 264(60) 439 (1 10) 250 (93) 1054(266) 2414 
伊勢原市 142 (2) 13 (0) 306 (67) 594 (120) 365(91) 1420(280) 8373 
伊勢原 l 129(1) 9 (0) 216 (4]) 475 (77) 298 (60) 1127 (179) 2598 
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表2.(つづき)

植物数
標本数

シダ植物 襟子植物 単子葉植物 離弁花類 合弁花類 合計
伊勢原ー2 50 (1) 7 (0) 217(57) 352(90) 208(70) 844 (218) 1725 
伊勢原-3 77 (1) 8(0) 214(42) 390 (74) 209(55) 898 (182) 1879 
大山 51 (0) 11 (0) 92 (5) 247(11) 158(13) 569(29) 2171 

平塚市 109 (4) 10 (1) 302(73) 515 (143) 305 (115) 1241(336) 5190 
平塚ーl 108 (3) 9(0) 242 (52) 456 (lll) 263 (89) 1078 (255) 2527 
平塚ー2 39(0) 7 (1) 205(47) 318(94) 183 (80) 752(222) 1404 
平塚-3 18 (1) 8(1) 211 (52) 277 (85) 168 (83) 682(223) 1259 

一宮町 97 (2) 9 (0) 206 (51) 389 (101) 215 (73) 916(227) 1628 
大磯町 132 (2) 10 (1) 260(59) 473(117) 252 (85) 1137(264) 2493 
中井町 107 (1) 8 (1) 224(49) 377 (74) 220(70) 935 (195) 2128 
茅ヶ崎市 80 (1) 8 (1) 294(68) 463 (128) 272 (112) 1117 (310) 2949 
茅ケ崎ーI 77(0) 8(1) 249(54) 394 (100) 229(85) 957 (241) 1382 
茅ケ崎ー2 380) 5(0) 240 (60) 361 (07) 204(93) 849 (261) 1567 

寒川町 450) 5(0) 209(44) 309 (78) 186 (74) 754 (197) 1204 

藤沢市 102 (1) 10 (I) 332(75) 525 (142) 302(110) 1271(329) 5724 

藤沢ーl 63 (0) 100) 226(48) 375(91) 215(80) 889(220) 1233 
藤沢一2 73 (1) 9 (0) 254(54) 388(98) 223 (78) 947(231) 1705 
藤沢-3 71 (1) 10 (1) 261(58) 405(99) 243 (85) 990 (244) 1831 
江ノ島 48 (1) 3 (1) 125 (27) 230 (46) 134 (45) 540 (120) 955 

川崎市 132 (4) 100) 400(99) 597 (75) 353 (41) 1502(420) 19986 
多摩 105 (3) 6(0) 287(59) 428 (107) 247(82) 1073 (251) 4998 

麻生 100 (3) 9(1) 304 (59) 447(110) 274(93) 1134 (276) 4343 

高津 72 (2) 4(0) 222(54) 350 (88) 195 (78) 843 (222) 2432 

中原 48(4) 6 (1) 199(56) 339 (101) 177 (80) 769 (242) 1811 

宮前 78 (2) 7 (1) 196(46) 325(84) 181 (61) 787 (194) 2365 
幸 37 (1) 4 (0) 144 (40) 254 (80) 131 (59) 570 (180) 1341 

川崎 32 (3) 1(0) 170(65) 269 (107) 151 (93) 623(268) 2695 

横浜市 196 (5) 11 (2) 512 (160) 797(278) 493(212) 2009(557) 47373 

緑 148 (1) 6(0) 297 (51) 433 (92) 253 (76) 1137 (230) 2978 

青葉 89 (1) 8 (0) 273 (52) 409 (JOO) 259 (81) 1038(244) 2343 

都筑 56 (0) 4 (0) 244(59) 327(87) 205 (82) 835(228) 2044 

港北 52 (3) 8 (2) 173 (45) 305 (72) 155 (55) 594 (188) 1312 

神奈川 54 (3) 7 (0) 195(50) 335(95) 203(85) 795 (233) 1809 

鶴見 55(3) 5 (1) 237 (56) 354(J13) 228(98) 901 (281) 2347 

瀬谷 87 (1) 7 (1) 250(64) 441 (130) 246 (95) 1031 (292) 4110 

旭 134 (3) 8 (0) 245(38) 405(78) 237 (52) 1029(181) 3422 

保土ケ谷 91 (2) 6 (1) 296 (81) 459 (127) 274(107) 1126 (318) 4341 

戸塚 75 (2) 9 (1) 233 (52) 376 (86) 219 (78) 912(219) 2434 

泉 75 (1) 6(0) 218 (52) 354(89) 185 (71) 838 (213) 2199 
木泊三< 84 (2) 9 (1) 289(68) 462 (J 16) 263(97) 1107(284) 4396 

西 37 (J) 7 (1) 176 (55) 314(J14) 177 (94) 711 (265) 1516 

南 57 (2) 7 (0) 203 (48) 367 (85) 185 (70) 819 (205) 2342 

中 50 (1) 7 (J) 211 (83) 362 (127) 202 (J02) 832(314) 2282 

港南 65 (2) 8(1) 238 (60) 383 (90) 218 (85) 912 (238) 2554 

磯子 65 (1) 6(0) 202 (49) 357 (81) 199 (71) 829 (202) 2169 

金沢 III (3) 8 (0) 268(67) 445 (116) 254 (96) 1086(282) 2775 

鎌倉市 126 (3) 9 (2) 277 (61) 488 (J 04) 280 (92) 1180 (262) 6269 

鎌倉一1 119 (3) 9 (2) 254 (53) 447(93) 260(84) 1089(235) 4236 

鎌倉 2 99 (3) 6 (0) 192 (43) 340 (63) 201 (59) 838 (168) 2033 

逗子市 122 (2) 8 (0) 210(36) 370 (50) 229 (55) 939 (J43) 4024 

葉山町 92 (2) 10 (J) 207 (40) 336 (48) 204 (50) 849 (J41) 1797 

横須賀市 116(3) 13 (2) 315(60) 519(117) 320(98) 1283 (280) 8939 

横須賀 l 94 (2) 9 (J) 227(47) 413 (92) 244(72) 987(214) 3021 

横須賀-3 72 (1) 6 (J) 194(39) 294 (55) 170 (46) 736 (142) 1493 

積須賀-3 57 (0) 8 (2) 171 (37) 269 (58) 159(50) 664 (142) 942 

横須賀-4 77 (3) 7 (0) 222 (36) 351 (53) 206 (46) 863 (J 38) 2149 

績須賀 5 69 (0) 11 (J) 208 (39) 298(49) 174(49) 760 (138) 1334 

一浦市 66(3) 9 (1) 251 (49) 346(73) 243(78) 915 (204) 3222 

一浦 63 (3) 8 (1) 247(48) 339 (70) 237(76) 894 (198) 2605 

城ケ島 24 (0) 3 (0) 99 (18) 148 (22) 99 (32) 373(72) 617 
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ウズマキウマゴヤシについて

(佐々木あや子)

最近出版された平凡社『日本の帰化植物1全

農教『 日本帰化植物写真図鑑』には，Medicago 

orbicularis (L.) Bartal.の写真が掲載され，それに

ウズマキウマゴヤシの和名が使われている.こ

れは浅井(1954東京歯科大学市川|学報 2(1): 1・

4)が神奈川県藤沢市産の標本をM.orbicularisと

同定し，和名を新称したのを踏襲したものと思

われる.しかし，神植誌2001で報告したように，

科博に納められている浅井が参照した標本を

見るとM.orbicularisで、はなく M.scutellata (L.) 

Mill.であるので，浅井が報告したウス、マキウマ

ゴヤシの実体はM.scutellataで、ある

また，長田が北隆館『日本帰化植物図鑑』に図

示 しているものは，M. orbicularisの学名を当て

ているが，上記の浅井の標本を引用しており，

M. scutellataで、ある.したがって，M. orbicularislこ

は，まだ和名がないことになり，新たな和名が

必要になる.なお，M.scutellata Iこは，男IJ名，カ

ギュウソウの和名がある.

以下に両者の違いを簡単に示す

M. scutellata ウズマキウマゴヤシ

果実は径1~ 1.3cm， 6~7回縦に巻くため，半

球形に見える.刺はなく，多数の横に連絡する

脈が目立ち， 細毛がある

末筆ではあるが，兵庫県伊丹市の水田光雄氏

より，豆果を提供していただいた御礼申し上

げる

M. orbicularis 

果実は円盤状，径1~ 1.8cm， 3~5回巻き，東IJは

なく，細脈があり，熱した果実は無毛である

Icπ1 

a: Medicago scutellataウズマキウマゴ

ヤシの豆果， b: M. orbicularisの豆果.
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日本新産の帰化植物サヤシロスゲ

(勝山輝男)

2002年5月22日， 会員の平)11恵美子さんに案

内していただき，中山博子さんと3人で)11崎市

麻生区のヒ レミヤガ ミスゲ、Carexbrevior (Dewey) 

Mack. & Lunellを見にいきました.ヒレ ミヤガミ

スゲを取材した後，もう 1種異なるスゲ属権物

があると 聞き，それも見ていこうということに

なりました.

少 し離れた公園の園路の土手にそのスゲ属

植物はあり ました.少 し根茎が横走していて，

高さ70cmほどの茎がやや疎らに立ち，茎の基

部の鞘部が白くて長いのがよく目立ちました.

花序は長さ3cmほどで密に小穂、をつけていま

した，これまでに見たこ とのないスゲ属櫛物

で，明らかに帰化によるものと思われましたー

少し離れた路傍の植え込みの中にも同じもの

が生えていましたいずれも土手に生えている

ことから，緑化用の種子に混入して持ち込まれ

たことが推定されますが， 周囲は集合住宅の並

ぶすっかりと落ち着いた街並みになっている

ので，発芽後すでに何年もたっている可能性が

あります.

持ち帰って調べたところ，この植物は北アメ

リカ原産のCarexgravida L.H.Bailey var.lunelliana 

(Mack.) F.J.H巴m と判明しました.C. gravidaの

果胞は長さ3.5-4mmありますが，その幅には変

異があり，果胞が卵形で幅が長さの 1/2のもの

がvar.gravida，果胞が広卵形で幅が長さの3/4ほ

どあるものがv釘 .lunellianaとされます.麻生区

の植物は果胞が広卵形で幅広いのでva r . 

lunellianaとしました.種としては北はカナダの

オンタリオ州~合衆国のワイオミング州，南は

ケンタッキー州~ニューメキシコ州にかけて

分布しますが， var. lunellianaはやや南に偏って

分布する変種で，ミシガン州，アイオワ州，カン

ザス州より南に分布します.

英名はHeavySedgeで、すが，和名は鞘が白色を

帯びる ことからサヤシロスゲと名付け，神奈川

県立博物館研究報告32号(2003)に日本新産の

帰化植物として報告 しましたー平凡社の「日本

の帰化植物」にも発見当日撮影した写真ととも

に掲載されているので，形態の詳細はそちらを

ご覧ください.

花序は小穂、を密につけ，小穂はl節lこl個ずつ



っき，基部に多数の雌花，上部に少数の雄花を

つけているので、sect.Bracteosaeに属します.日本

産のものではミノボロスゲ節sect.Multifloradこ

似ていますが，小穂がl節にl個ずつつき，乾い

た場所に生え点が異なります.Sect. Bracteosae 

は北アメリカに多くの種があり， 日本には在来

のものはありませんが，勝山・中里(2000)が東

京都多摩市からリーベンボルシースゲC

leavenworthii Dewey の帰化を報告しています

文献

勝山輝男，2003.カヤツリグサ科スゲ属の3種

の日本新産帰化植物.神奈川県立博物館研

究報告，(32): 1 -6. 

勝山輝男，2003.カヤツリグサ科，清水建美編，日

本の帰化植物 pp.293・301.

勝山輝男・中里秀行，2000.日本新産の帰化植物

リーベンボルシースゲ.植物分類地理 51:

234-236. 

新帰化植物，ズングnリオヒシバ

(木場英久)

松本雅人さんが採集 した日本新産の帰化植

物ズングリオヒシバEleusinetristachya (Lam.) 

Lam.を，県博の紀要(木場2003)に報告しました

ので紹介します.

タツノツメガヤを連想させるような総状花

序が数本，放射状についているのですが，穂状

花序の先端まで小穂がついてる点、がタツノツ

メガヤ属とは異なります.太くて短いずんぐり

とした総状花序をつけていたので，和名をズン

グリオヒシパと しました.南アメ リカ原産の植

物で，これまで北アメリカやアフリカに帰化し

ていま したが， 1998年，日本で初めて相模原市

で採集されま した.牛糞の堆肥を撒かれた畑の

周辺で採集されたことから，牛の飼料に混ざっ

て侵入したものと恩われます.初めて採集した

のは1998年以来，毎年生育を確認していること

から，定着する可能性が高いと考えられますー

以下にズングリオヒシパの形態を記します

まばらに叢生する一年草稗は斜上し，高さ

45cmlこ達する 葉身は長さ6・26cm，幅3・6mmで，

まばらに開出毛が生え，会、尖頭.花序は2から8

個の短くて太い総状花序が短軸上に互生する

総状花序は楕円形から卵形で，長さ 1.5-3cmで，

斜上または開出し，青緑色でしばしば灰色を帯
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び，総状花序の中軸は細い翼がある.小穂は，卵

形で¥長さ7・Ilmm，5・15小花を含む.直穎は竜骨

に翼があり，第l志穎は1脈，第2芭穎は3脈.外穎

は狭卵形で，長さ3.3・5.2mmで，先端は鈍頭で微

突形，竜骨はざらつく.内穎に2竜骨があり，そ

れらはざらつく.穎果は熟すと果皮がはがれや

すくなる.種子表面には組い畦状の縞がある.

蔚は長さ約Imm.

標本:神奈川県相模原市大島上大島・Sep.5， 1998， 

松本雅人(KPM-NAOI22274);Sep. 15， 1998，松本

雅人(KPM-NAO1 22275); Sep. 28， 1998，松本雅人

(KPM司NAOI22276).

a 

仇<'~- ;;.叫.-:-';'

「出現害鳴~w~t::g~ ~~\.J:: MI照明

川 町四-…町一印刷刷

凶 吋 、 "‘ 。 '-，...'叩

ズングリオヒシパ.a:全体，b:総状花序

の先端， c:小穂.



文献

木場英久・松本雅人， 2003.神奈川県立博物館研

究報告自然科学，(32): 69-70. 

Phillips， S.， 1972. Kew Bull.， 27(2): 251-270. 

Phillips， S.， 1995. Eleusin巴.In Hedberg， I. & S. 

Edwards， eds.， FloraofEthiopiaand Eritrea， vol.7 

Poaceae， pp. 138-142. UpsalぇSweden.

セイヨウチャヒキ

(木場英久)

つくば市にある中央農業総合研究センター

で畑雑草を研究されている浅井元朗さんが県

立博物館に標本を見に来られました.そのとき

に下記の標本をAvenastrigosa Schreb.と同定さ

れました.W植物誌200JJ]にない種なので解説し

ます

採集者名をみると，松本・歌川・佐藤・・・う~

むし、かにも目の鋭い方々が並んでいますねー

とくに松本さんの採集品は，米軍キャンプの

フェンス脇なんて，いかにも帰化植物であるこ

とを確信して採集したものだろうと思います

Avena strigosaはセイヨウチャヒキのほか，ス

トリゴーサエ ンバク，へイオーツ，ブラック

オートなどとよばれます.おそらく A./ongi-

g/umis Durieuに由来する栽培植物であるとさ

れ，ヨーロッパ原産で，北アメリカやオースト

ラリアなどに帰化していま

す日本にも帰化していて，

浅井さんによると，線虫の

増殖を抑えるために野菜畑

などで栽培されるので， 野

菜産地周囲では逸出してい

ると考えられるそうです

Tutin et al. (1980 Flora 

Europaea 5: 206-208)などを見

ると，マカラスムギAvenasa-

tiva L.と同じく，熟しても小

花が脱落しない性質をもっ

ているが，マカラスムギが

護穎の先が2裂しないか，ご

く浅く裂ける のに対して，

セイヨウチャヒキは図のよ

うに3~9mm ぐらいの主状

セイヨウチャヒ になるという違いがあるよ

キの小穂 うです.ミナ 卜カラスムギ

-690-

Avena barbata PO甘口 Linkとは，熟しても小花が

脱落しないこと以外の違いが書かれていませ

んでした

浅井さんの同定された標本を見ると ，小穂、は

マカラスムギより小さく，芭穎が閉じていて小

花が見えず，直穎の外まで伸びだしたではl本

で，護穎に毛がないなどの特徴がありましたー

同じように外穎の先端がせ状に伸びるミナト

カラスムギの標本と 比べると ，ミナ トカラスム

ギのほうが小穂、が大きく ，護穎に毛があるなど

の違いがありました.県博の標本を見る限り，

セイヨウチャヒキはどちらの種とも区別でき

るものと思川、ました

私はいまのところ県博の標本庫 しか見てい

ませんもしかしたら他の標本庫でもマカラス

ムギの束の中に，セイヨウチャヒキが混ざって

いるかもしれません.貧弱なマカラスムギのよ

うな植物を見かけたら，セイヨウチャヒキの可

能性を疑ってみてください.

標本:KPM-NAOI16743相模原市新磯野座間

キャンプフェンス脇 1999.5.16松本雅人，KPM-

NAOl19989川崎市麻生区片平16602000.7.2歌

川道子， KPM-NAO114780厚木市飯山千頭

1991.6.11佐藤恭子.

2003年度総会報告

(事務局)

2003年度の総会は4月5日(土)に神奈川県立

生命の星・地球博物館講義室で行われました.

2002年度の事業報告，決算報告，さらに各ブ

ロックの活動状況が報告され(各ブロックの活

動状況については，後に掲載します)， 2003年度

の事業計画，予算が審議され可決 しましたーそ

の後，高橋秀男氏lこ3神奈川県の帰化植物につ

いて，勝山輝男氏にスゲ、属の帰化植物について

の講演をしていただきま した.

.2002年度事業報告



.2002年度決算報告・監査報告

会

会

計

 

 

 

 

.2003年 度 運営体制

郎

.2003年度 活動計画

.2003年度 予算
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各ブロックの活動報告

総会で報告されている各ブロックの活動を

今回からフロラカナガワにも掲載しようとい

うことになりました.以下の原稿は総会時に発

表を担当された方にお願いしました

横浜ブロック(高橋秀男)

横浜ブロックはこども植物園(横浜市保土ヶ

谷区)に，毎月 3~4回(不定期)有志が集まり，

『神奈川県植物誌200Uで収集した標本の整理，

さらに出版後に新たに追加された標本の同定，

マウン卜，登録，配架作業を実施している.また

一部の会員は花暦の調査にも参加している

採集した標本の整理と併行して今まで集積

した標本のデータをベースにした『横浜植物

誌』の刊行を企画，準備を進めてきたが，このほ

どようやくまとまった.すでに県内の植物を網

羅した『神奈川県植物誌200Uが出版された後

でもあり ，同じような内容の縮小版で、は芸がな

いので，少し趣向をこらし，有用植物を含めた

植物百科的な性格をもたせ，教材としても役立

つ内容を 目指した.メイ ンとなる維管束植物に

は検索表，分布図のほか，生育量，識別に重要な

形態の図， ~神奈川県植物誌200 1 ~で収集した証

拠標本を各区l点ずつ引用した.または区の植

物相の概要，コケ植物や海詩集のフロラも付記し

た.そのほか，地形，地質，植生，分布の特徴，研
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究史，植物相の変遷，横浜を基準産地とする植

物，巨樹，巨木，天然記念物，街路樹や公園の樹

木，植物園の紹介，暮らしの中の植物，栽培植

物，植物方言，横浜花の名所，植物観察適地， RD

植物などを網羅した植物誌となっている.

総会後に進展があり，書名は『横浜の植物1
版型A4，カラー図版32ページ，本文約1300頁出

版時期は7月と決まった.このような報告で，総

会ではほとんど横浜ブロックと横浜植物会の

PRに終始したようであった.詳細は横浜植物

会事務局(

へお問い合わせ下

さし、

川崎ブロック(吉田多美枝)

川崎ブロックの活動拠点青少年科学館(以下

科学館)には，川崎の自然を調査するボランティ

ア団体「かわさき自然調査団Jがあり，その中の

一分野として種子植物班(以下植物斑)がある.

川崎ブロックに登録 している神奈川県植物

誌調査会会員の多くは調査団の植物班に所属

しているそのため川崎ブロックの活動は植物

班の活動と同じである場合が多い

1 市内各区の未採集種の採集

「神植誌2001Jに記載の漏れた植物も多くこれ

らの補充を14年度の活動の一部にした採集は

おもに調査会員が個々におこなったが，学習を

かねて調査団の活動としてグ、ループで、も実施

した.採集品の乾燥とラベルの記入は採集者が

おこない，乾燥標本はラベルを添えて科学館に

届けた.届けられた標本は同定(主として筆者)

ののち植物班全員により a)~c)の作業を経て収

蔵庫に収納した.

a)標本の作成(ラベル貼り.台紙貼り付け.科属

コード記入)

b)コンビューター登録

c)ファイルに差し込み・収蔵庫に収納

2 標本の永久保存を目指した収蔵庫の整理

a)標本の増加に伴いファイルの単位を属から

種に変更した

b)既存の標本の補修(一部標本の台紙交換・貼

りなおし・泥など付着物の除去)

c)徽の除去(無水アルコールによる殺菌と清拭)

d)パラゾールの交換



II.調査結果

地区

1995年以前

1996年以後

計

3.未整理標本の整理

未整理標本が多数あるため，これらを完成標

本にし収納するための各種作業

4 その他

a)青少年科学館の特別展示の企画・制作(2002

年は“たね展")

b)常設展示場の壁掛け.植物のイラストの作成

と交換(生田緑地の植物を随時)

c)生回緑地の植物観察会の解説(毎月第l日曜

日)

d)一般市民と連携した調査・マツの分布調査

(対象地域・川崎市全域)をおこなった

活動日は概ね毎週水曜日としているが，必要

に応じて他の日も活動している.また上記調査

及び作業は全て参加者が自発的に行っている

ものである

三浦ブロック(大森雄治)

2002年度の三浦ブロックでは， 中山博子 さ

ん・橋本治子さん・中村昌子さんが標本の登録

と台帳記入(横須賀市博物館の資料台帳)，配架

作業を月 l回の頻度で〉行ったまた，堀内 洋さ

ん・佐藤恭子さんが標本の同定と配架を手伝っ

て下さ った

2003年度は6月から 12月まで月 l回の野外調

査を， 三浦ブロック調査会員有志で葉山・城ケ

島・猿島で行う予定

-693-

湘南ブロック(浜口哲一)

湘南ブロ ック では，毎月第4木曜日を定例活

動日とし，お もに野外観察会を行っている.

2002年度は，講師を招き，特定のグループにつ

いて教えて頂く機会を多く持ったまた，この

他に木曜日を中心に有志で平塚市博物館に集

まり，標本の台紙貼りや，実と種子の標本整理

などを行った.

なお， 8月21.22日の両日，平塚市博物館主催

の自然観察ゼミナール「植物の分類入門」が聞

かれ，受講者の中から数名の新入会員が生ま

れた

3月28日 室内(平塚市博/年間打合せ)

4月25日 里子外観察(蓑毛~春岳沢/春の花)

5月23日 野外観察(平塚市土屋/春のイネ

科植物/木場英久氏)

6月27日 室内(平塚市博/イネ科植物の観

察)

7月25日 野外観察(藤沢市大庭/樹木の観

察/長谷川義人氏)

9月26日 野外観察(平塚市馬入水辺の楽校

/身近な野草)

10月24日 野外観察(伊勢原市日向薬師/大

場達之氏)

II月28日野外観察(渋沢丘陵/タケササ類

/城川四郎氏)



l月23日 室内(平塚市博/年間打合せ・冬芽

の話)

2月27日 野外観察(大磯町高麗山/シダ入

門/中山博子氏)

3月27日 野外観察(藤沢市川崎/開く冬芽)

厚木ブロック(佐藤恭子)

・厚木ブロック2002年度の活動

①フロラカナガワ総索引のデータ入力作業

②高橋秀男先生による同定会

③標本の状態のチェ ック，ブロック 内の補充調

査

・厚木ブロック2003年度の活動予定

厚木市郷土資料館の耐震工事のため，活動は

12月以降になる予定

①メッシュ別採集一覧に無い種の追加標本を

収集(随時)

②会員の同定力向上のための室内作業

③高橋先生による同定会

④標本の状態などのデータ整備.新分類に対応

・厚木植物会について

神奈川県植物誌調査会の会員を中心に厚木

植物会(会長諏訪哲夫氏)が発足(1997年)• 

会独自 の活動と共に，植物誌調査会県央ブロッ

クと連携 した活動をしている .02年度の活動な

らびに03年度の予定は以下の通り .

①観察会の開催(月 l回).03年度は新入会員に対

するフォローアップ観察会も計画している.

②講演会「花ごよみの作り方と大山の花ごよ

みJ(02年1月・浜口哲一氏)

③2003年度は会員の10名ほどが植物誌調査会

の「花ごよみ調査Jに参加.

④会報の発行

相模原ブロック(秋山幸也)

相模原ブロックでは，第2，第4木曜日を中心

に標本整理作業を行い， 月 1 ~2回程度，市内外

に野外観察へ行っています.また， 2か月に一

度，市内勝坂遺跡の草地植生調査を行っていま

す.昨年度は，標本整理の一つの成果として『相

模原植物誌 1-標本目録一』の刊行にこぎ、つけ

ましたこれをたたき台に，標本庫をいっそう

活性化していきたいと思っております.

活動人数が多くなく，エリアも比較的狭いた

め， rその 日の気分」で動くこともしばしばで
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す.また，ブロック担当者の分類能力が他と比

べて極端に低いため，会員みなさんの互助努力

によって活動が支えられています.

不定期的な活動が多い相模原ブロックです

が，そこは何とか月 l回発行の rNEWSLETIERJ

でしのいでいます分類に役立つような記事は

めったに載りませんが，ブロックの活動を垣間

見ることができると思います.他地区の方にも

お配りしていますので，ご希望の方はブロック

担当者(相模原市立博物館 秋山幸也 042・

750- 8030) までご連絡くださいまた，~相模原

植物誌 1-標本目録一』は，600円で販売してお

ります通信販売のシステムがありませんの

で，ご希望の方は秋山へ直接お申し込みくださ

い.併せてご連絡お待ちしております

相模原市立博物館資料目録5 相模原植物誌 I

一標本目録一.2003年3月ー相模原市立博物館発

行.A4版178p価格600円(税込)

FLORA KANAGAWA NO.54の訂正

(事務局)

前号に掲載された堀内洋さんの原稿p.648で、

図Iの説明を以下に差し替えてください.下線

部が編集の途中で脱落してしまったようです.

ご迷惑をおかけしま した.

図1:2年以上生育しているキパナノマツバニン

ジンの根もと株もと中央に前年の枯死した茎

の残存が認められ.当年生の茎は基部で横に展

開してから直立していることが判る.

標本 :)11崎市多摩区東生田4丁目1995.6.30吉田

多美枝 KPM・NA1107696.

編集後記

今号は手に取るとずっしりと重いでしょう.

32ページもあります.たくさんの方が投稿して

くださったおかげですが，表紙の写真がちょっ

と狭苦しそうですね

県立博物館では7月19日から移入生物の特別

展を開催します.今号を編集するのと ，図録の

執筆がかち合って しまいましたが，迫り来る図

録の締め切りを横目に見つつ，現実逃避をして

FLO札<¥KANAGAWAのレイアウト ・校正を先に

してしまいました.




